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市 章 の 由 来 

市制施行を記念して懸賞募集により、昭和１５年４月１日に 

制定されました。「島原市は山を負い、海に臨む風光明眉の 

地にして、４個のマを配して“シマ”を表し、円満な市政と 

市民の協和」を象徴したものです。 
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１ 教 育 委 員 会 

 
◎ 島原市の教育長及び教育委員（令和２年５月１日現在） 

 
職 名 氏 名 年齢 就任年月日 任 期 

教 育 長 森本 和孝 64 平成 29.7.13 平成 29.7.13 ～ 令和 2.7.12 

職務代理者 立花 博 67 平成 29.4. 1 平成 29.4. 1 ～ 令和 3.3.31 

委   員 本多 直行 67 平成 26.7. 1 平成 30.7. 1 ～ 令和 4.6.30 

委   員 森 みずき 50 平成 25.7.12 平成 29.7.13 ～ 令和 3.7.12 

委   員 友永 峰昭 69 平成 31.4. 1 平成 31.4. 1 ～ 令和 5.3.31 

 

◎ 島原市の歴代教育委員（教育委員会発足 昭和２７年１１月１日） 

 
岩本 一男     生駒 大五郎    本田 昌弘     北田 久      佐藤 利宗 

大場 二虎     樋口 正規     酒井 満盛     奥村 雄紀     清水 充枝 

小西 弘恵     田浦 英雄     北絛 成之     長池 要七     井上 莞爾 

宮崎 張夫     内田 利通     山本 蔦五郎    田浦 良朗     松島 利彦 

片岡 二三子    平野 進      野村 義文     唐津 順子     宮原 照彦 

吉田 実雄     宮﨑 嵩三     岩村 俊夫     本多 敏光     松本 正弘 

大町 一郎左衛門  吉田 良一     日向 義隆     山﨑 幹子     森 みずき（現） 

上田 徳蔵     松本 巌      荒木 至      小峰 忠與士    本多 直行（現） 

林田 俊雄     鐘ヶ江 管一    宮崎 郁子     伊藤 官治     立花 博（現） 

古賀 茂成     田近 孝      園田 秀利     宮﨑 金助     友永 峰昭（現） 

桑土 三雄     平井 皎      犬塚 勝次郎    谷口 英夫      

 

◎ 島原市の歴代教育長 
 

氏   名 任     期 

上田 徳蔵 昭和 27.10.5  ～  昭和 31.9.30 

生駒 大五郎 昭和 31.10.1  ～  昭和 43.9.30 

松本 巌 昭和 43.10.1  ～  昭和 47.3.31 

平井 皎 昭和 47. 4.3  ～  昭和 59.9.30 

園田 秀利 昭和 59.10.2  ～  平成  4.9.30 

職務代理者（高野 博） 平成  4.10.1  ～  平成  5.3.31 

北田 久 平成  5. 4.1  ～  平成 10.6.30 

小峰 忠與士 平成 10. 7.1  ～  平成 14.6.30 

谷口 英夫 平成 14. 7.1  ～  平成 17.1.31 

職務代理者（坂本 正博） 平成 17. 2.1  ～  平成 17.3.31 

宮﨑 金助 平成 17. 4.1  ～  平成 21.3.31 

清水 充枝 平成 21. 4.1  ～  平成 25.7.10 

宮原 照彦 平成 25. 7.12  ～  平成 29.7.11 

職務代理者（松本 正弘） 平成 29. 7.12  ～  平成 29.7.12 

森本 和孝 平成 29. 7.13  ～  令和  2.7.12 
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島 原 市  教  育  方  針  

 

島 原 市 の 教 育 は 、 先 人 が 築 い た 郷 土 の 伝 統 と 文 化 を 継 承 し 、

人 間 尊 重 の 精 神 と 自 然 に 対 す る 畏 敬 の 念 を 重 ん じ 、社 会 の 変 化

に 対 応 し 世 界 の 平 和 に 貢 献 で き る 調 和 の と れ た 市 民 の 育 成 を

め ざ す 。  

そ の た め に は 、 噴 火 災 害 復 興 の 体 験 か ら 学 ん だ 「 生 命
い の ち

・ き

ず な ・ 感 謝 の 心 」 の 精 神 を 引 き 継 ぎ 、 郷 土 に 誇 り を も ち 、 国

を 愛 す る 心 を 育 て る と と も に 、 心 豊 か で た く ま し く 生 き る 子

ど も た ち の 育 成 を 図 る 。  

学 校 、 家 庭 、 地 域 は そ れ ぞ れ の 役 割 を 認 識 し 、 一 体 と な っ

て 地 域 の 教 育 力 の 向 上 に 努 め 、 生 涯 を 通 じ て 学 び 続 け る こ と

の で き る 社 会 の 実 現 を 図 る 。  

と く に 、教 育 に 携 わ る も の は 、そ の 責 任 と 使 命 を 自 覚 し 、自

ら の 識 見 を 高 め る と と も に 、深 い 教 育 愛 と す ぐ れ た 指 導 力 を 身

に 付 け 、 本 市 教 育 の 充 実 と 発 展 に 努 め な け れ ば な ら な い 。   

 

  

島 原 市  教  育  努  力  目  標  
 

 ○ 確 か な 学 力 を 身 に 付 け 、 豊 か な 心 の 育 成 を 図 る 学 校 教 育 の 推 進  

    

○ た く ま し く 生 き る た め の 健 や か な 体 を 育 成 す る 学 校 体 育 の 推 進  

    

○ 子 ど も か ら 大 人 ま で 共 に 学 び 合 う 生 涯 学 習 の 推 進       

 

○ た く ま し い 青 少 年 の 育 成 を め ざ す 地 域 ぐ る み の 子 育 て の 推 進  

        

○ 伝 統 と 文 化 を 重 ん じ 、 郷 土 や 国 を 愛 す る 心 を 育 て る 教 育 の 振 興  
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◎ 島原市教育振興基本計画 

 

１ 第２期島原市教育振興基本計画（平成２９年度～平成３３年度） 

 

平成２３年度に策定した第１期の島原市教育振興基本計 

画の成果と課題や今日の教育を取り巻く社会の動向などを  

踏まえるとともに、国や県の第２期教育振興基本計画を参  

酌し、平成２７年度に策定された島原市教育大綱及び第６ 

次島原市市勢振興計画（平成２７年度中間見直し後）との 

整合性を保ちながら、平成２９年度から今後５年の取り組 

むべき施策を示した、第２期の島原市教育振興基本計画を 

平成２９年２月に策定した。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 島原市の教育施策（第２期島原市教育振興基本計画抜粋） 

 

松平島原藩の初代藩主忠房は、ことのほか学問を奨励し「文武両道こそは藩の基盤であ

る」と自ら講書を開きました。その好学の遺風は後世にも引き継がれ、寛政４年（１７９

２年）に発生した未曾有の大災害である島原大変を体験した当時の人々は、早急な復興や

将来の国づくりには人材育成こそが急務という思いから、翌年に藩校「稽古館」をいち早

く開校し藩士の教育を行いました。島原地方はこうした教育の歴史を有しています。 

  教育は、郷土や国の将来を左右する最優先の政策課題の一つであります。そのためには、 

郷土の発展を担う誇りと責任を自覚し、国際社会でも活躍できる心豊かでたくましく生き 

抜く力を身に付けた人材を育成していくことが大事です。 

平成３年の噴火災害から学んだ「生命・きずな・感謝の心」の精神を引き継ぎ、学校・ 

家庭・地域それぞれの教育力を結集して、心豊かで活力ある生涯学習社会の構築と広い視 

野に立った施策の推進に努めます。 

 

（１）生き抜く力を育む人づくり 

（２）強い絆と豊かな心で結ばれた地域づくり 

（３）スポーツを通じた人づくり・地域づくり 

（４）安全で安心な教育環境づくり 
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◎ 教 育 諸 条 件 の 整 備 目 標（安全で安心な教育環境づくり） 

 

 教育施設設備の整備については、小・中学校施設の年次計画による改修や教材教具の

充実等を継続的に実施するとともに、その他の教育関係施設についても改修整備等を

行い、よりよい教育環境の充実に努める。 

 また、夢の実現に向けた修学支援の充実に努める 

 

○ 快適で豊かな教育関係施設の充実 

・学校施設、社会教育施設及びスポーツ施設の整備・充実に努めます。 

   

○ 教育環境の充実 

・教育環境設備の充実に努めます。 

・情報教育環境設備の充実に努めます。 

 

○ 夢の実現に向けた修学支援の充実 

・奨学金制度の適正な運営、推進に努めます。 

・準要保護児童生徒援助事業の適正な実施に努めます。 

 

教育総務課 事業計画 

 

月 日 事 業 備   考 

４ 

１ 辞令交付（事務局）  

９ 学校配当予算に係る説明会  

１６ 第１回⾧崎県都市教育長協議会（延期：年４回開催） 長崎市 

１７ 

市町村教育委員会連絡協議会合同理事会（中止） 

県・市町教育委員会合同会議（中止） 

県・市町教育委員会スクラムミーティング（中止：随時開催） 

長崎市 

 

定例教育委員会（毎月１回）  

総合教育会議（年に数回）  

ふるさとにもどってこんね奨学生募集（６月２２日まで）  

島原市奨学生募集（６月２２日まで）  

準要保護児童生徒認定（毎月）  

公立文教施設台帳審査 長崎市 
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月 日 事 業 備   考 

５ 

２１ 

２２ 
全国都市教育長協議会定例総会・研究⼤会（中止） 山口県山口市 

中旬 市町村教育委員会連絡協議会総会・研修会（中止） 諫早市 

中旬 教育基本調査  

下旬 
学校基本調査  

県下公立文教施設担当者会議  

６ 上旬 「島原市の教育」（教育要覧）作成  

７ 

中旬 第２回長崎県都市教育長協議会 雲仙市 

下旬 

ふるさとにもどってこんね奨学生審議委員会  

島原市奨学生審議委員会  

地方教育費調査  

８ 上旬 教育委員会事務の管理及び執行の状況の点検・評価報告書の提出  

１０ 

２９ 

３０ 
九州都市教育⾧協議会定例総会・研究⼤会 鹿児島県鹿児島市 

下旬 

第３回長崎県都市教育長協議会 佐世保市 

学校配当予算編成  

新年度予算要求作成  

１１ 

初旬 

県市町村教育委員会連絡協議会「新任教育委員研修会」 五島市 

県市町村教育委員会連絡協議会「市町村教育委員会研究⼤会」 五島市 

中旬 

次年度準要保護児童生徒入学準備金（新入学用品費）申請手続き  

島原市教育委員会表彰式  

下旬 県下都市庶務担当課⾧会議 ⼤村市 

１ 下旬 

新年度教育予算にかかる市長への要望  

次年度準要保護児童生徒申請手続き  

２ 

初旬 第４回長崎県都市教育長協議会 壱岐市 

下旬 次年度島原市教育委員会事業計画の策定  

３ 初旬 

ふるさとにもどってこんね奨学生募集（６月まで）  

島原市奨学生募集（６月まで）  
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◎ 学校教育の目標（生き抜く力を育む人づくり） 

 

 学校教育においては、「生命
い の ち

・きずな・感謝の心」の育成を基盤に据え、生涯学習

の基礎を培うという認識に立ち、自ら学ぶ意欲をもち、社会の急激な変化に主体的に

対応できる、知・徳・体の調和のとれた、心豊かでたくましく生きる児童生徒の育成

をめざす。 

 

○ 確かな学力の育成  

・一人ひとりに応じた教育を推進します。 

・学力調査の分析結果、学習規律の確立、「主体的・対話的で深い学び」の視点等

を生かした授業改善に努めます。 

・家庭学習や基本的生活習慣を見直し、「子どもの学びの習慣化」の確立に努めま 

す。 

 ・外国語教育の充実に努めます。 

 

○ 豊かな心の育成 

・道徳教育の要である「特別の教科道徳」の授業の充実に努めます。  

・生命の教育に努めます。 

 ・読書活動や文化・芸術教育の充実に努めます。 

 ・生徒指導の充実に努めます。  

 

○ 健やかな体の育成  

 ・学校体育の充実に努めます。 

 ・健康教育の充実に努めます。 

 ・食に関する指導の充実に努めます。  

 

○ 教職員の資質向上 

 ・教師の授業力の向上に努めます。 

 ・教職員研修の充実に努めます。 

 ・校種間連携の充実に努めます。 

 

○ 地域との連携 

 ・地域の教育力を生かした学習を推進します。 

 ・信頼される学校づくりを推進します。 
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学校教育課 事業計画 

 

月 日 事      業 備 考 

毎月  

定例校長会  

定例教頭会  

教務主任研修会  

養護教諭部会  

学校給食献立案作成会  

就学相談（随時）  

４ 

１ 教職員辞令交付式 有明総合文化会館 

３ 会計年度任用職員任用通知書交付式（学教関係） 有明総合文化会館 

７ 中学校入学式 14:00（14:20有明中）  

８ 小学校入学式 10:00（9:30高野小・湯江小）  

５ ２６ 第１回島原・雲仙・南島原市地区教科書採択協議会  

６ 

１５ 島原・雲仙・南島原地区初任者研修 連絡研修 有明総合文化会館 

２５ 市中体連陸上大会 トランスコスモススタジアム 

２６ 学校経営訪問（７月まで）  

２７ 市中体連球技武道大会（２８日まで） 有明総合文化会館 

７ 

２２ 第２回島原・雲仙・南島原市地区教科書採択協議会 千々石庁舎 

２８ 国・県・市学力調査（中学校）  

２９ 国・県・市学力調査（小学校）  

 

 

 

８ 

 

 

 

 

５ ユネスコジオパーク島原市小学生イングリッシュ・デイ・キャンプ 森岳公民館 

６ ユネスコジオパーク島原市中学生イングリッシュ・デイ・キャンプ 森岳公民館 

６ 島原・雲仙・南島原地区中堅教諭等資質向上研修会  

１０ 学校閉庁（１６日まで）  

１９ 島原市就学相談（１９日・２０日・２１日・２４日） 有明公民館、有文 

２１ 教育講演会（長谷川哲朗氏） 有明総合文化会館 
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月 日 事      業 備 考 

８ ２５ 親子粘土教室 サブアリーナ 

９ 下旬 島原市学力向上研修会 杉谷公民館 

１０ 

上旬 学校巡回訪問（１１月まで）  

１ 市中体連駅伝大会  島原復興アリーナ周回 

 学校給食検討委員会  

 就学時健康診断（１１月まで）  

１１ 

５ 長崎県中学校総合体育大会駅伝競走大会 ﾄﾗﾝｽｺｽﾓｽｽﾀｼﾞｱﾑ 

６ 市教育委員会指定 第五小学校研究発表会  

 心の相談員等連絡協議会 適応指導教室 

１ 

１２ 島原・雲仙・南島原地区初任者研修 連絡研修 森岳公民館 

２８ 市教育委員会指定 第一中学校研究発表会  

下旬 ふれあい給食  

２ 

８ 
第２回島原・雲仙・南島原地区初任者研修実施運営委員会 

中堅教諭等資質向上研修実施運営委員会 

 

 島原市学校事務共同実施連絡協議会  

３ 

 中学校卒業証書授与式  

 小学校卒業証書授与式  

 小・中学校教職員退職者辞令交付式  
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◎ 社会教育の目標（豊かな心と郷土愛を育む、強い絆で結ばれた地域づくり） 

 

社会の急速な変化に伴い、少子・高齢化、高度情報化、国際化等、現代的な課題が山

積している。教育の分野においても、多様化する人々の学習要求や地域ぐるみの子育て

への対応が求められており、市民一人一人が希望と夢を持てる２１世紀の「まちづく

り・人づくり」を目指して、本市の歴史と文化を生かし、「大人と子どもが学び合う、

心豊かな生涯学習社会」を創造する。 

 

○ 「島原市ココロねっこ運動」の推進 

・学校・家庭・地域が連携・協力して地域全体で子どもを育みます。 

・子どもの生き抜く力の基礎となる家庭教育の充実を図り、子育てを支援します。 

・子どもが安全で安心して活動ができる居場所づくりに努めます。 

 

○ 公民館活動の推進や社会教育関係団体の活動支援と地域の絆づくりの推進 

・公民館を拠点として、いつでもどこでも誰でも学べる環境づくりを推進します。  

・社会教育関係団体の育成を図り、地域に根差した活動を支援します。 

 

○ 文化活動の推進と文化の向上 

・文化団体の自主運営を支援します。 

・優れた舞台芸術に接する機会を提供するため、自主文化事業の実施に努めます。 

 

○ 図書館活動の推進  

・図書資料の充実、司書業務の充実、利便性の向上を図ります。  

・子どもの読書活動を推進します。 

 

○ 歴史的遺産の保護をとおした郷土を愛する心の育成 

・旧島原藩薬園跡、肥前島原松平文庫、島原城跡をはじめとする文化財の保護に 

 努めます。 

・民俗芸能団体が行う伝統文化の継承活動を支援します。 

 

 

社会教育課 事業計画 

 

月 日 事      業 備 考 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

 

１ 朝のあいさつ運動（毎月１日）  

中旬 「家庭の日」広報（毎月第３日曜日前の金曜日）  

中旬 社会教育担当者会（毎月月初）   

下旬 放課後子ども学習室（年間）  
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月 日 事      業 備 考 

 

 

 

 ５ 

中旬 肥前島原子ども狂言開講（～３月） 島原文化会館 

中旬 第１回少年センター自転車指導  

下旬 第１回社会教育委員の会  

下旬 各種学級講座開講  

下旬 各地区通学合宿（～９月）  

６ 中旬 第１回少年センター補導委員会  

７ 

 ６ 第１回少年センター立入調査  

１４ 第１回少年センター運営協議会  

下旬 第１回島原図書館協議会  

下旬 第１回公民館運営審議会  

８ 

上旬 第２回社会教育委員の会  

下旬 第１回文化財保護審議会  

下旬 スクールキッズ  

１０ 中旬 第３回社会教育委員の会  

１１ 

中旬 第２回少年センター立入調査  

15・22 第４１回島原市民音楽祭（邦楽の部、洋楽の部） 島原文化会館 

２５ 第６０回島原市美術展（～２９日） 島原文化会館 

下旬 第４回社会教育委員の会  

下旬 各地区公民館まつり（～２月）  

１２ 上旬 第２回少年センター自転車指導  

１ 

３  令和３年島原市成人式                    島原文化会館 

中旬 第２回島原図書館協議会  
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月 日 事      業 備 考 

２ 

中旬 第５回社会教育委員の会  

中旬 第７２回島原梅林俳句会  

下旬 第２回少年センター補導委員会  

３ 

上旬 第２回公民館運営審議会  

中旬 第２回少年センター運営協議会  

下旬 第２回文化財保護審議会  

下旬 各種学級講座閉講  
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◎ スポーツ推進の目標（スポーツを通じた人づくり・地域づくり） 

 

市民一人ひとりが、生涯にわたり心身ともに健康で活力ある生活を営むため、生涯

をとおして、いつでも、どこでも気軽にスポーツに親しめるような環境を整えスポー

ツの振興を図る。 

また、生涯にわたる体育・スポーツ活動の基礎づくりとして、スポーツ少年団活動

の一層の充実を図る。 

さらに、関係機関並びに競技団体と連携しながら、スポーツ人口の拡大と競技力の

向上及び指導者の育成を図る。 

 

○ ライフステージに応じた生涯スポーツの充実 

・子どもから高齢者までスポーツの絆を広げるため、総合型スポーツクラブの充実 

に努めます。 

・スポーツ活動の提供・充実に努めます。    

 

○ 夢を育むジュニアスポーツの活性化 

・ジュニアスポーツの活性化に努めます。 

 

○ スポーツを活用した地域活性化 

・全国・国際大会やスポーツ合宿等を誘致し、交流人口を拡大することで地域の活 

性化に努めます。 

 

スポーツ課 事業計画 

 

月 日 事      業 備 考 

５ 
１ 令和２年度東京２０２０大会事前キャンプ受入担当課長会議 

有明庁舎 

（テレビ会議） 

下旬 島原市スポーツ協会理事会 書面議決 

６ 
１１ 島原市スポーツ少年団指導者協議会役員会 森岳公民館 

下旬 島原市スポーツ少年団指導者協議会総会 書面議決 

７ 

８ 平成新山 島原学生駅伝第１回実行委員会 有明公民館 

１７ 市民体育祭実行委員会 有明総合文化会館 

１９ 第１１回島原市民親睦ソフトバレーボール大会 霊丘公園体育館・弓道場 

２２ Ｖ・ファーレン長崎自治体支援会議 県庁 

８ １７ 平成新山 島原学生駅伝第２回実行委員会 有明庁舎 
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月 日 事      業 備 考 

２２ 第３３回市長杯少年少女サッカーフェスティバル（～２３日） 平成町多目的広場 

９ 

１８ 県民体育大会実行委員会 県営野球場 

中旬 長崎県スポーツ協会生涯スポーツ委員会 県営野球場 

下旬 国民体育大会島原市選手団壮行式  

１０ 

４ 市民体育祭各種競技会 市内各会場 

１１ 市民体育祭大運動会 市営陸上競技場 

１５ 長崎県体育主管課長会議（～１６日） 五島市 

１１ 

４ ＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」（～６日） 各小学校 

１４ 第７１回長崎県民体育大会（～１５日） 県内各会場 

中旬 島原市スポーツ協会表彰式 有明総合文化会館 

下旬 福知山マラソン 福知山市 

１２ 

４ 平成新山 島原学生駅伝開会式 島原文化会館 

５ 平成新山 島原学生駅伝 市営陸上競技場 

５ 第１８回島原市スポーツ少年団対抗駅伝大会 市営陸上競技場 

８ ＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」（～１０日） 各小学校 

上旬 

第４０回島原市民親睦テニス大会 市総合運動公園庭球場 

第２１回島原市少年ソフトボール大会（市教委杯） 有明の森運動場 

１ 

１６ 宝くじスポーツフェア ドリーム・サッカー（～１７日） 
市営陸上競技場 

平成町多目的広場 

中旬 
第１５回島原半島地区対抗駅伝競走大会 雲仙市・南島原市 

長崎県市町村社会体育担当者会  

下旬 島原市スポーツ少年団新人バレーボール大会  

 

 

 

 

２ 

 

 

６ 第５８回長崎県スポーツ推進委員研究大会（～７日） 平戸市 

上旬 
長崎県スポーツ協会生涯スポーツ委員会  

島原市スポーツ少年団バレーボール送別大会  

１７ 第２回長崎県スポーツ少年団指導者協議会並びに事務担当者会 長崎市 

中旬 
第７０回郡市対抗県下一周駅伝大会 市役所前再スタート 

長崎県スポーツ表彰・長崎県教育委員長顕彰表彰式  
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月 日 事      業 備 考 

 

 

２ 

島原市スポーツ推進委員役員会・評議員会  

中旬 島原市スポーツ少年団ソフトボール交流大会  

２１ 第４４回島原市民親睦バドミントン大会  

下旬 第５１回島原市民親睦卓球大会  

３ 

上旬 
第４０回有馬スポーツ賞表彰式 有馬武道館 

島原市スポーツ少年団サッカー送別大会 人工芝グラウンド 

中旬 第５４回島原市民親睦ソフトボール大会 三会ふれあい運動広場 

下旬 

Ｖ・ファーレン長崎自治体支援会議  

長崎県スポーツ協会臨時評議員会  

島原市スポーツ推進委員協議会及び功労者表彰受賞祝賀会  
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◎ 市 勢 の あ ら ま し 

 

島原市には、縄文・弥生の古代遺跡が多数あり、遥かな原始・古代からの歴史を有する。  

戦国時代には有馬氏の下、キリスト教の信仰が盛んになり、江戸時代に有馬氏転封の後、大和国

五条から松倉重政が入封し、元和４年（西暦１６１８年）から７年の歳月を費やして島原城（別名

森岳城）を築城、以後、島原半島の政治、経済、文化の中心的役割を果たしてきた。寛永１４年（西

暦１６３７年）には松倉勝家の苛政とキリシタン弾圧に対する 「島原の乱」が起こり、一揆軍だ

けで３万８千人余の犠牲者を出す動乱となった。この後、高力氏が領内復興を図り、その後、松平

氏が戸田氏と一時期交替するも明治まで島原を統治した。この間の寛政４年（西暦１７９２年）に

は雲仙普賢岳の噴火に伴う眉山の大崩壊が発生し、山崩れと津波により島原領内及び対岸の熊本・

天草も合わせて約１万５千人の住民が犠牲になるという災害に見舞われた（島原大変）。 

これら大きな動乱と地変を経て、明治４年（西暦１８７１年）の廃藩置県により、旧城下町は島

原村、島原町、島原湊となり、大正１３年（西暦１９２４年）にはこの三者が合併して島原町とな

る。次いで、昭和１５年４月には安中・杉谷の両村を合併し、県下で３番目、全国では１５９番目

の市制をしき、昭和３０年４月には隣村の三会村を編入した。 

平成２年１１月に雲仙普賢岳が１９８年ぶりに噴火、平成３年５月以降、土石流・火砕流による

災害が発生し、第四小学校、第五小学校及び第三中学校は仮設校舎での授業を余儀なくされた。 

平成８年６月には噴火活動の終息宣言を行い、また、噴火災害に伴う防災事業により、平成１０年

１２月に杉谷公民館、平成１２年７月には第四小学校が移転・竣工した。 

現在、第一小学校旧校舎、第三小学校旧校舎の改築をはじめ、小・中学校校舎の躯体部分の耐震

化を平成２４年度で終了し、非構造部材耐震化事業についても、市内全ての学校の体育館を平成 

２７年度で終了しており、今後は年次計画で進めていく予定です。 

平成１８年１月には隣接する有明町を編入し、新しい島原市が誕生。平成の大合併により、島原

半島は雲仙市と南島原市を合わせた３つの市として新たにスタートした。また、３市において、火

山活動によって生じた特徴的な自然景観及び地質（ジオ）を一体的な自然公園 （パーク）とする

「島原半島ジオパーク」の推進を図り、平成２１年８月には糸魚川・洞爺湖有珠山と共に日本で最

初となる世界ジオパークの認定を受けた。また、平成２４年５月には、ジオパーク国際ユネスコ会

議を本市で開催するなど、島原半島の自然や景観、歴史、文化など、他の地域にない素晴らしい魅

力を発信すると共に、教育活動においてもジオパークに関する学習に取り組んでいる。このような

島原市民の人々の熱意や教育プログラムなどのジオパーク活動が評価され、平成３０年１月３１日

に２回目の再認定となり、今後さらに地域振興への寄与が期待される。 



◎ 市の面積

◎ 世帯数，人口 （ 令和２年４月３０日現在 ）

人口密度

男 女 計 （人／k㎡）

20,877 23,833 44,710 538.9

・教育費予算の目的別内訳

82.96K㎡

19,910

世帯数
人　　　　口

・一般会計歳出予算総額：236億200万円 うち、教育費予算：23億3,346万7千円

【令和２年度　島原市一般会計歳出当初予算における目的別経費の割合】

教育総務費

14.4%

小学校費

22.0%

中学校費

22.7%

社会教育費

14.6%

保健体育費

26.3％

議会費

0.9%

総務費

12.3%

民生費

40.1%衛生費

8.3%

労働費

0.1%
農林水産業費

4.9%

商工費

3.1%

土木費

9.8%

消防費

2.9%

教育費

9.9%

災害復旧費

0.0%

公債費

7.6%

諸支出金

0.0%
予備費

0.1%
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人工芝グラウンド 　１

庭球場 　２

武道館 　２

平成町多目的広場 　１

屋内相撲場 　１

れいなん会館 　１

運動広場 　６

体育館・弓道場 　２

温水プール 　２

陸上競技場 　１

野球場 　１

社会体育施設の設置・管理、社会体育の振興・計画・指導、体育・スポーツの

島原復興アリーナ 　１

資料館 　２

少年センター 　少年の補導・相談、少年問題の調査研究、関係機関との連絡・協力、少年の非

　行防止・保護育成

調査統計、市民体育祭、スポーツ推進委員

ス
ポ
ー

ツ
課

 こども
 スポーツ班

体育関係諸団体の育成、スポーツ安全保険、スポーツ少年団の指導、島原学生駅伝、

スポーツ振興基金

 生涯
 スポーツ班

公民館 　７

図書館 　２

文化会館 　２

　５

適応指導教室 　不登校児童生徒への指導・援助

社
会
教
育
課

社会教育文化班 生涯学習推進体制の整備、社会教育施設の設置・管理・運営指導、公民館・少年セン

ターの運営指導、青少年団体・婦人団体・ＰＴＡ等の育成、青少年の健全育成・家庭

教育、成人青年教室・講座・講演会等の開催、社会同和教育

文化財保護推進室 文化財・史跡の調査・保護・活用・顕彰、文化財の保護活用にかかる計画策定

就学、教育課程・学習指導、研究校の指定・指導、道徳教育、生徒指導・進路指導、

教
 

育
 

長

教
育
次
長

特別支援教育、人権教育、交流教育、外国語指導助手、学校給食の指導、教育評価、

教科用図書の採択

小学校 １０（うち分校１）

中学校 　５

学校給食調理場

学
校
教
育
課

学事班 学校給食の事務、特別支援教育就学奨励費、北村西望賞基金、学齢簿、学級編制

指導班 学校経営管理、教職員の人事・指導・勤務評価・研修、学級編制、学齢簿の編製及び

【教育行政と分掌事務】 （令和２年４月１日現在）

教
育
総
務
課

総務班 委員会の運営、事務局の運営及び総合調整、委員会規則・訓令・告示等の制定改廃、

教
育
委
員
会

教育財産の取得・廃止等、奨学金、就学援助、調査統計、教育行政相談

施設整備班 教育施設の整備・管理、工事その他の契約
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【教育委員会の職員数(教育長・教育次長を除く)】 令和２年４月１日現在  

※（　）は会計年度任用職員等

　　　所  属　

教育総務課 学校教育課 社会教育課 スポーツ課

　職種別

少年センター
指導監・相談員

松平文庫
管理員・技術員

(3)

内、指導主事、
社会教育主事

6 1 1 8

2(3) 7(7) 39(29)合 計 6(3) 7 9(6) 7 1(10)

(7) (10)事務（技術）員

(1)

(3) (3)

(1)

3(13)

社会教育指導員 (2) (2)

2

校務主事 1(10) 2(3)

1

条件付職員 2

事務員

4

主　事 1

2 8

主　査 2 2

主　任 2 1 2 1

5

係　長 1 1 2 5 9

2

課長補佐 4 1

4

参　事 1 1

1

小 学 校 中 学 校 公 民 館 計

課　長 1 1 1

1 1
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２　統 計 調 査

 ◎年度別児童生徒数の状況（５月１日現在）

※平成１８年１月に有明町と合併

平成元年度 平成１８年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

小学校 3,909 3,009 2,615 2,509 2,453 2,351 2,340 2,274 2,307 2,311 2,330 2,278

中学校 2,252 1,643 1,415 1,421 1,398 1,411 1,288 1,279 1,133 1,129 1,047 1,131

合計 6,161 4,652 4,030 3,930 3,851 3,762 3,628 3,553 3,440 3,440 3,377 3,409

3,909

3,009

2,615
2,509 2,453 2,351 2,340

2,274 2,307 2,311 2,330
2,2782,252

1,643

1,415 1,421
1,398 1,411

1,288 1,279
1,133 1,129

1,047
1,131

6,161

4,652

4,030 3,930 3,851
3,762

3,628 3,553
3,440 3,440 3,377 3,409

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

単位：人
◎年度別児童生徒数の状況（５月１日現在）
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◎島原市内の各学校一覧表（令和２年５月１日現在）

市立小・中学校

○小 学 校（１０）　　　 校 長 名 教 頭 名 住 所 地 電 話 学 級 数 児 童 数 男 子 女 子 職 員 数

島原市立第一小学校 堀口　達也 松尾　成晃 島原市城内一丁目1129番地 63-0041 19 488 251 237 32

島原市立第二小学校 橋本　徳彦 喜多　三郎 島原市萩が丘二丁目5688番地 63-0325 13 242 131 111 26

島原市立第三小学校  原　  洋 新田　晃弘 島原市広馬場町7758番地 63-0026 15 261 141 120 26

島原市立第四小学校 大槻　浩二 雪野　正三 島原市宇土町乙670番地１ 62-2410 9 205 113 92 18

島原市立第五小学校 野中　邦明 松田　訓和 島原市大下町丙1049番地 62-7253 15 321 159 162 24

島原市立三会小学校 古瀬　唯二 宮本　勝也 島原市中原町乙1462番地 62-3604 11 237 128 109 20

島原市立三会小学校長貫分校 〃 〃 島原市長貫町丙1902番地 62-3991 2 12 5 7 2

島原市立大三東小学校 柴田　浩明 谷口　浩然 島原市有明町大三東丙582番地1 68-0030 10 227 124 103 18

島原市立高野小学校 松田　久幸 佐藤　良平 島原市有明町大三東丁2133番地1 68-0034 8 74 36 38 14

島原市立湯江小学校 大堀　隆智 長谷川　美加島原市有明町湯江丙839番地 68-0504 10 211 99 112 19

合 計 112 2,278 1,187 1,091 199

○中 学 校（５）　　　 校 長 名 教 頭 名 住 所 地 電 話 学 級 数 生 徒 数 男 子 女 子 職 員 数

島原市立第一中学校 矢島　和幸 内島　修太郎島原市城内一丁目1222番地 63-0376 13 382 181 201 24

島原市立第二中学校 牟田　　満 中村　健太郎島原市新山三丁目8916番地 63-0812 9 191 100 91 21

島原市立第三中学校 渡邉　吉高 大場　 斉 島原市梅園町丁2898番地 62-4813 9 162 83 79 19

島原市立三会中学校 本田　恭子 中野　 元 島原市下宮町甲2511番地2 62-3709 8 130 65 65 19

島原市立有明中学校 本田　昌孝 平　由紀夫 島原市有明町大三東戊1535番地2 68-2115 10 266 140 126 23

合 計 49 1,131 569 562 106

（ 参考）市内の高等学校、専修学校、幼稚園等

○高等学校（６）

学 校 名 校 長 名 教 頭 名 住 所 地 電 話 学 級 数 生 徒 数 男 子 女 子 職 員 数

中小路　尚也

川口　由美子

長崎県立島原高等学校定時制 渡邉　孝経 谷口　英次 島原市城内二丁目1130番地 62-4155 4 15 6 9 12

長崎県立島原農業高等学校 前田　達彦 油屋　靖生 島原市下折橋町4520番地 62-5125 11 321 128 193 54

長崎県立島原工業高等学校 蒲川　俊浩 船越　英規 島原市本光寺町4353番地 62-2768 9 312 281 31 45

長崎県立島原商業高等学校 平山　政一 宮﨑　伸一 島原市城内一丁目1213番地 62-4059 9 311 81 230 34

竹村　伸二

 中村　順

合 計 59 1,761 975 786 216

134 19 18島原中央高等学校 森崎　和樹 島原市船泊町丁3415番地 62-2435 8 153

2
0

長崎県立島原高等学校 島原市城内二丁目1130番地 62-4155渡邉　孝経 5318 649 345 304



○各種学校・専修学校（２）

学 校 名 校長名 電 話 昼 夜 別 生 徒 数 男 子 女 子 職 員 数

島原市医師会看護学校 宮﨑　伸一郎 島原市萩原一丁目1230番地 65-0730 昼 124 33 91 79

Kokoro College Japan 板木　清 島原市秩父が浦町丁2669番地22 65-5561 昼 48 15 33 8

合 計 172 48 124 87

○特別支援学校（１） ※南串山分教室を含む

学 校 名 校長名 教 頭 名 住 所 地 学科別課程別 電 話 学 級 数
児 童 ・
生 徒 数

男 子 女 子 職 員 数

小学部 7 35 23 12

長崎県立島原特別支援 中田　克之 島原市新田町562番地 中学部 64-4463 5 28 17 11 642
1 学校 高等部 6 54 32 22

合 計 18 117 72 45 64

○幼稚園（２）

幼 稚 園 名 園長名 電 話 定 員 学 級 数 幼 児 数 男 子 女 子 職 員 数

島原活水幼稚園 芦田　雅理 63-2700 120 4 0 0 0 5

安中幼稚園 松井　勝俊 62-3460 140 0 0 0 0 1

合 計 260 4 0 0 0 6

○認定こども園（５）

幼 稚 園 名 園長名 電 話 定 員 学 級 数 幼 児 数 男 子 女 子 職 員 数

島原幼稚園 渡部　英二 62-2955 150 7 93 42 51 25

ありあけ幼稚園 小嶺　典子 62-2584 89 3 59 33 26 16

ひかわ第一幼稚園 入江　靖宏 62-4420 175 6 105 64 41 15

清華こども園 蒲池　房子 68-1163 80 3 45 24 21 20

勝光幼稚園 菊池　　敬 68-0466 55 3 30 10 20 7

合 計 549 22 332 173 159 83

島原市有明町大三東戊1480番地1

島原市有明町大三東甲2150番地

住　　所　　地

島原市坂上町7528番地

島原市上新丁二丁目2576番地

島原市弁天町一丁目107番地

住 所 地

住　　所　　地

島原市青葉町5436番地

島原市大下町丙1159番地

岡田　健治

 



◎令和元年度高等学校進学状況（就職・進学者を含む）

男 女 計 男　 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

132 127 259 131 127 258 25 25 50 25 24 49 5 2 7 5 3 8

4 4 8 4 4 8 2 1 3 2 1 3

132 127 259 131 127 258 29 29 58 29 28 57 7 3 10 7 4 11

2
2 ◎令和元年度就職先の状況（就職・進学者を含む）

県 内 県 外 計

男 2 2

女

計 0 1 11

計

0 0

1

左 記 以 外

0 0

第 一 次 産 業 第 二 次 産 業

男 女 別

県     内

1

0 0

志 願 者 数

県 内 県 外 県 内 県 外

0

県 内 県 外 県 内 県 外

進 学 者 数

第 三 次 産 業

進 学 者 数

県     外

合     計

公  立  全  日  制 私  立  全  日  制 定時制・通信制・高専・特別支援

志 願 者 数 進 学 者 数 志 願 者 数
令和 ２ 年 ３ 月

中 学 校 卒 業 者

 



◎　各年度別中学校卒業者・進学者・進学率一覧表（５月１日現在）

区分 志 願 者 に 島 原 市 の

年度 男 子 女 子 合 計 男 子 女 子 合 計 対 す る 合 格 率 進 学 率 Ｂ ／ Ａ

平成 ７ 年度 273 296 569 264 291 555 97.2% 97.5% 

平成 ８ 年度 314 286 600 306 283 589 99.7% 98.2% 

平成 ９ 年度 267 261 528 251 256 507 99.6% 96.0% 

平成１０年度 254 267 521 245 265 510 98.8% 97.9% 

平成１１年度 291 252 543 281 244 525 99.6% 96.7% 

平成１２年度 237 240 477 230 236 466 98.3% 97.7% 

平成１３年度 252 248 500 243 245 488 100.0% 97.6% 

平成１４年度 232 235 467 221 228 449 99.6% 96.1% 

2
3 平成１５年度 239 212 451 238 212 450 100.0% 99.8% 

平成１６年度 238 208 446 235 208 443 100.0% 99.3% 

平成１７年度 312 281 593 306 280 586 100.0% 98.8% 

平成１８年度 310 256 566 306 256 562 100.0% 99.3% 

平成１９年度 262 274 536 260 272 532 100.0% 99.3% 

平成２０年度 280 261 541 278 260 538 99.8% 99.4% 

平成２１年度 275 320 595 271 320 591 99.8% 99.3% 

平成２２年度 244 250 494 244 250 494 100.0% 100.0% 

平成２３年度 275 230 505 268 230 498 99.6% 98.6% 

平成２４年度 236 227 463 232 225 457 100.0% 98.7% 

平成２５年度 227 229 456 227 227 454 100.0% 99.6% 

平成２６年度 250 252 502 242 249 491 99.0% 97.8% 

平成２７年度 213 227 440 208 226 434 100.0% 98.6% 

平成２８年度 254 222 476 251 221 472 100.0% 99.2% 

平成２９年度 208 170 378 205 170 375 100.0% 99.2% 

平成３０年度 223 207 430 220 203 423 100.0% 98.4% 

令和元年度 168 159 327 167 159 326 99.7% 99.7% 

卒 業 者 総 数 （ Ａ ） 進 学 者 総 数 （ Ｂ ）

 



◎各年度別中学校卒業者の進路状況（５月１日現在）

区分 進 学 者 総 計 高 等 学 校 高等専門学校 専修・専門学校、 就職・進学者

年度 ① ＋ ② ＋ ③ 入 学 者 ① 入 学 者 ② 公共職訓入学者③ （ 再 掲 ）

男 子 312 306 304 2 0 6 0 0 0 
平成17年度 女 子 281 280 280 0 0 1 0 0 0 

合 計 593 586 584 2 0 7 0 0 0 
男 子 310 306 305 1 0 1 1 1 2 

平成18年度 女 子 256 256 256 0 0 0 0 0 0 
合 計 566 562 561 1 0 1 1 1 2 
男 子 262 260 259 0 1 0 0 2 0 

平成19年度 女 子 274 272 272 0 0 0 0 2 0 
合 計 536 532 531 0 1 0 0 4 0 
男 子 280 278 278 0 0 0 0 2 0 

平成20年度 女 子 261 260 260 0 0 0 0 1 0 
合 計 541 538 538 0 0 0 0 3 0 
男 子 275 271 268 0 3 0 0 4 0 

平成21年度 女 子 320 320 320 0 0 0 0 0 0 
合 計 595 591 588 0 3 0 0 4 0 
男 子 244 244 243 0 1 0 0 0 0 

平成22年度 女 子 250 250 250 0 0 0 0 0 0 
合 計 494 494 493 0 1 0 0 0 0 
男 子 275 268 266 2 0 4 0 3 0 

平成23年度 女 子 230 230 230 0 0 0 0 0 0 
合 計 505 498 496 2 0 4 0 3 0 
男 子 235 232 232 0 0 3 0 0 0 

平成24年度 女 子 228 225 225 0 0 0 0 3 0 
合 計 463 457 457 0 0 3 0 3 0 
男 子 227 227 225 2 0 0 0 0 0 

平成25年度 女 子 229 227 226 0 1 1 0 1 0 
合 計 456 454 451 2 1 1 0 1 0 
男 子 248 242 239 3 0 3 0 3 0 

平成26年度 女 子 254 249 248 1 0 2 0 3 0 
合 計 502 491 487 4 0 5 0 6 0 
男 子 213 210 209 0 1 3 1 0 0 

平成27年度 女 子 227 227 225 1 1 0 0 0 0 
合 計 440 437 434 1 2 3 1 0 0 
男 子 255 252 250 1 1 1 0 1 1 

平成28年度 女 子 221 220 218 2 0 0 0 1 0 
合 計 476 472 468 3 1 1 0 2 1 
男 子 208 206 205 0 1 1 0 1 0 

平成29年度 女 子 170 170 170 0 0 0 0 0 0 
合 計 378 376 375 0 1 1 0 1 0 
男 子 223 221 220 0 1 1 0 1 0 

平成30年度 女 子 207 205 205 0 0 2 0 0 0 
合 計 430 426 425 0 1 3 0 1 0 
男 子 168 167 166 0 1 0 0 1 0 

令和元年度 女 子 159 159 159 0 0 0 0 0 0 
合 計 327 326 325 0 1 0 0 1 0 

2
4

死 亡 不 詳性 別 卒 業 者 計 就 職 者 無 業 者

 



３　学 校 施 設

◎各小・中学校の建物及び校地の保有面積（５月１日現在）

児 童 学 級 数 校舎面積 屋 内 校地面積

生 徒 数 計（㎡）
Ｒ

(鉄筋コン
クリート)

Ｓ
( 鉄 骨 )

Ｗ
( 木 造 )

運 動 場 計（㎡） 建物敷地 運 動 場 そ の 他 プ ー ル 施 設

計 計 ①+②+③ ① ② ③ （ ㎡ ） ④+⑤+⑥ ④ ⑤ ⑥

第 一 小 学 校 495 18 6,599 6,403 196 860 19,064 8,899 8,975 1,190 ２５ｍ６コース

第 二 小 学 校 241 12 5,675 5,543 79 53 860 24,651 14,495 10,156 ２５ｍ６コース

第 三 小 学 校 277 14 5,961 5,442 461 58 956 18,258 9,912 8,163 183 ２５ｍ７コース

第 四 小 学 校 205 9 4,639 4,639 973 17,193 9,772 7,421 ２５ｍ６コース

第 五 小 学 校 323 15 4,680 4,237 418 25 805 16,834 9,443 7,391 ２５ｍ６コース

 
          面 積 等

 学 校 別

構 造 別 面 積 保 有

25 三 会 小 学 校 253 12 3,871 3,690 150 31 700 15,038 4,972 10,021 45 ２５ｍ６コース

長 貫 分 校 14 2 416 296 120 3,299 1,462 1,347 490

大三東小学校 237 12 3,664 3,602 62 660 16,354 6,707 7,659 1,988 ２５ｍ６コース

高 野 小 学 校 72 8 1,934 1,742 170 22 465 11,249 5,668 5,581 ２５ｍ６コース

湯 江 小 学 校 213 10 3,625 3,545 80 694 15,363 8,125 7,238 ２５ｍ６コース

合計（10 校） 2,330 112 41,064 38,843 1,654 567 6,973 157,303 79,455 73,952 3,896

第 一 中 学 校 351 14 5,438 5,322 32 84 980 18,932 8,733 10,199

第 二 中 学 校 168 8 6,183 6,151 32 1,202 47,511 21,039 24,408 2,064

第 三 中 学 校 151 9 4,375 3,738 550 87 886 19,250 4,914 14,336

三 会 中 学 校 120 7 3,469 3,157 206 106 860 20,499 8,995 11,504

有 明 中 学 校 257 11 5,459 4,992 412 55 1,337 24,770 10,666 14,104

合計（５校） 1,047 49 24,924 23,360 1,200 364 5,265 130,962 54,347 74,551 2,064

 



 

26 

 

４ 奨 学 金 

 

【貸与型奨学金】 
 

 ○目 的  経済的理由により修学が困難な者に奨学金を貸し付け、有為な人材の育成に資する。 

 ○資 格  本人又は扶養者が島原市に住所を有し、高校等に在学する者（専修学校等にあっては、修 

業年限が２年以上の課程に修業する者） 

 ○貸付額  高等学校       月額１５，０００円（専修学校の高等課程及びこれに準ずる課程を含む） 

高等学校以外（大学等）月額２５，０００円 

 ○償 還  高校等を卒業した月の翌月から起算して半年を経過した後、貸付けを受けた期間の２倍に 

相当する期間内に月賦又は半年賦の方法で全額を償還する。 

 

   ※平成３１年度 学校別貸付状況 

貸付人員 新規貸付者 

    人 

継続貸付者 

人 

合   計 

人 学 校 別 

高 等 学 校     ２     ３  ５ 

専 修 学 校 等     ０     ２  ２ 

大 学     ２     ７  ９ 

合    計     ４    １２ １６ 

 

 ※島原市奨学金（貸与型及びふるさとにもどってこんね奨学金）の貸付額及び償還額累計 

     区 分 貸付累計人員 貸付累計額 償還累計額 

年 度         人        千円        千円 

平成１９年度 1,293 347,740 265,589 

平成２０年度 1,309 360,835 279,204 

平成２１年度 1,324 371,065 290,444 

平成２２年度 1,341 379,765 302,275 

平成２３年度 1,356 388,120 314,313 

平成２４年度 1,373 396,895 326,254 

平成２５年度 1,379 404,065 339,442 

平成２６年度 1,394 410,605 353,559 

平成２７年度 1,410 419,545 365,596 

平成２８年度 1,421 428,740 377,220 

平成２９年度 1,430 437,965 386,375 

平成３０年度 1,437 447,100 394,050 

平成３１年度 1,443 454,900 403,300 
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【ふるさとにもどってこんね奨学金】 
 

 ○目 的  将来、故郷 島原市に帰郷し、就業する若者を応援するため、平成２９年度から「ふるさと 

にもどってこんね奨学金」の貸付を行い、有為な人材の育成を図る。また、島原市内に帰郷 

し就業することで、奨学金の償還を免除することにより、修学を容易にし、島原市内への定 

住促進を目的とする。 

 

 ○資 格  次の各号のすべてに該当すること。 

（１）本人又は法定代理人が本市に住所を有し、市税の滞納がない者であること。 

（２）大学等に在学している者であること。（申請年度新入学した者に限る。） 

（３）経済的理由により修学が困難な者であること。 

（４）学業成績が優秀で、かつ品行方正な者であること。 

（高等学校の５段階評価の平均値が４．０以上であること。） 

（５）大学等を卒業後、市内に帰郷し就業する意思がある者であること。 

 

 ○貸付額  大学（大学院を除く）、短期大学、専修学校（専門課程）     月額５０，０００円 

 

 ○償還の猶予・免除   

（１）ふるさとにもどってこんね奨学生であった者が、大学等（大学院を含む）を卒業後、 

本市に３年以内に住民票を有し、かつ実際に居住し、その後、継続して就業（アル 

バイト等の非正規雇用を除く）している者は、当該就業期間の償還を猶予する。 

（２）当該就業期間の猶予期間が５年を超える者については、債務償還額の全額を免除する。 

  

 ○償 還  上記猶予要件を満たさなかった場合は、大学等（大学院を含む）卒業の３年後から貸し付け

を受けた期間の２倍の期間内に、月賦又は半年賦の方法で貸与を受けた奨学金の全額の償還

義務が発生する。また、猶予期間の中途で免除要件を満たさなくなった場合は、猶予を取り

消し、貸与を受けた奨学金の全額の償還義務が発生する。 

 

       ※平成３１年度 学校別貸付状況 

貸付人員 新規貸付者 

    人 

継続貸付者 

人 

合   計 

人 学 校 別 

専 修 学 校 等 ０     １     １ 

大 学 ２     ３     ５ 

合    計 ２     ４     ６ 

 



５　学 校 教 育

【１】学校の教育目標及び研究主題

教育目標…上段

研究主題…下段

学校像 子ども像 教師像

○ ○ ○

○ ○ ○

第一小学校

○ ○ ○

学校像 子ども像 教師像

○ ○ ○

○ ○ ○

第二小学校
○ ○ ○

学校像 子ども像 教職員像

○ ○ ○

○ ○

○

第三小学校 ○

○

○

学校像 子ども像 教師像

○ ○ ○

○ ○

○

第四小学校 ○ ○

○ ○

思いやりがあり、

い子ども（体）

よく考える子ども 励まし合い協力し合う

地域とともにある学校 明るく、思いやりのある 一人ひとりの子どもの心を

自分の考えを持ち、認め合い、高め合う子どもの育成

学校名 学校教育目標及び研究主題

楽しい学校 進んで学び、 和衷協同の精神でともに

　　　（知） 教師

子ども つかみ、よさを認め、伸ば

　　　（徳） す教師

美しい学校 心身ともに健康で 自己研鑽に努め、授業で

正しいことを貫く子ども 「生き抜く力」を育もうと

～主体的・対話的で深い学びの実現を目指した算数科授業を通して～

子ども　　（知） する教師

美しい学校 よく考え、進んで学ぶ 一人一人の子どもを大切に

　　　（体） 努める教師

～国語科　読みの系統指導で読む力を育てる～

節度のある学校 思いやりがあり、心やさし 豊かな指導力をもち、授業

頼される教師

子どもたちの「言葉の力」の育成を目指して

活気のある学校

心と心が通い合い、ふれあ よく考え、進んで学ぶ子ども 自己研鑽に努め、子どもに

　 い子ども（徳） にかける教師

健康でたくましい子ども 優しさと厳しさをもち、信

　　　（体）

いに満ちた学校 　　　（知） 社会を生き抜く力をつける

なって、徳力・体力・知力 心やさしい子ども（徳） 優しさと厳しさをもち、子

学校・家庭・地域が一体と 思いやりがあり、 ことのできる教師

の向上をめざす学校 健康で、元気な子ども どもや保護者に寄り添うこ

　　　（体）

環境が整備された美しい学

校

白山を愛し、地域ぐるみで子どもを育て

よう、白山を元気にしようとする教師

とのできる教師

児童が「分かる・できる」喜びを実感できる国語科の授業をめざして

感性豊かな子どもを育む、

楽しく学ぶ学校 　　　（知） 授業で育てる教師

子どもにとって、安心安全で よく考え、進んで学ぶ子ども 子どもと共に学び

～対話的な学びを通して～

自ら考え、学び合い、自分の思いを伝え合う子どもの育成

～外国語活動・外国語科を通して～

地域にとって、誇りに思える 互いに学び高め合い

学校 共働（協働）する教師

安心な学校

ある学校 心やさしい子ども（徳） 子どもと共に行動し

保護者にとって、通わせたい 心身ともに健康で、たくまし 寄り添う教師

教職員にとって、やりがいの
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学校像 子ども像 職員像

○ ○ ○

○ ○ ○

第五小学校
○ ○ ○

学校像 子ども像 教師像

○ ○ ○

○ ○ ○

三会小学校
○ ○ ○

学校像 子ども像 教職員像

○ ○ ○

大三東小学校 ○ ○ ○

○ ○ ○

学校像 子ども像 教師像

○ ○

○ ○

高野小学校
○ ○

子どもがいきいきと輝く学校 進んで学ぶ子ども 明るく元気のある教師

　　　（知） （笑顔を絶やさず労をいとわない）

教職員がやりがいをもって 生命を大切にする子ども 専門職として力量を磨き合う教師

明るく楽しく活気あふれる 進んで学び、よく考え、 子ども一人一人のよさを伸ばし

仕事ができる学校 　　　（徳） （常に授業改善）

保護者や地域から信頼される 人間愛に満ちた教師

学校 　　　（体） （率先垂範、子どもとのふれあい）

主体的に学び合い、思考力・判断力・表現力を身につける子どもの育成

子どもとともに成長する教師

～数学的活動を通して、自分の考えをもち、対話で深める算数科授業を目指して～

学校 高め合う子ども（知）

心身ともにたくましい子ども

豊かなかかわり合いを通して、よりよく生きようとする児童の育成

思いやりのある子ども（徳） 子どもとともに学ぶ教師

心身ともに健康で、がんばり 進んで協働し、子どもと

豊かな感性が育まれる学校 よく遊び、明るく 研修に励み、指導力を高め、

信頼される学校 ぬく子ども（体） ともに汗を流す教師

地域とともに歩み

学び続ける教職員

～「かかわり合い」を取り入れた「学び合う」道徳授業の実践～

美しい学校 進んで学ぶ子（知） 子どもを敬愛する教師

→豊かな心情を育てる …確かな学力

「優と厳」、「静と動」を

→健全な心情を育てる

○明るく楽しい学校 考える子 授業にかける教師

活気のある学校 やさしい子（徳） 目的を明確にし協働し、

→高い知性を育てる …思いやりのある子ども

…元気に活動する子ども もち、信頼される教職員

　　　（知）

鍛える学校 たくましい子（体）

　　　（徳）

思考力・判断力・表現力を身に付けた児童の育成

教科等の見方・考え方を働かせた、主体的・対話的で深い学びの視点に沿った授業改善の実践

～話合い活動の充実による支持的風土づくりを目指した取組を通して～

○地域とともにある学校 認め合う子 一人一人を大切にする教師

～主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して、教師の創意工夫を生かした授業を展開する中で～

○安心で安全な学校 やりぬく子 挑戦する教師

　　　（体）
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学校像 子ども像 教師像

○ ○ ○

○ ○ ○

湯江小学校

○ ○ ○

学校像 生徒像 教師像

○ ○ ○

○ ○

○

第一中学校 ○

○

○ ○

学校像 生徒像 教師像

○ ○ ○

「通いたい学校」

○ ○ ○

第二中学校 「通わせたい学校」

○ ○ ○

「働きがいのある学校」

知徳体の調和のとれた力を よく考える子 自己研鑽に努め確かな指導力

身に付けさせる学校

いじめ、差別、偏見のない 心やさしい子

を身につけた教師

　　　（徳）

（児童理解）

学校

　　　（知）

（授業を磨く）

個性を尊重し、真に向き合う

　　　（体）

（人格を磨く）

学校

愛情豊かな教師

信頼される教師

自ら学び、生き生きと表現しようとする子どもの育成

保護者、地域から信頼される たくましい子 児童や保護者・地域から

生徒 温かさのある厳しさと

～算数科における「主体的な深い学び」の実現に向けた共通実践を通して～

感じて通える学校 　　　（知） 自ら伸びる教師

子どもが誇りと生きがいを 夢を持ち未来へ進む生徒 初心と使命を忘れず、

　　　（体） 心身ともに健康で明るく、

保護者が信頼して我が子を 礼儀正しく親切で品位のある

地域が親しみを持ち 　　　（徳） 深い教育愛で、生徒と

誇りにできる学校

託せる学校

誠実で耐え抜く力のある生徒 ともに生きる教師

誇りを感じる学校 実践力のある教師

教職員が、働きがいと

自ら研鑽に励み伸びる教師

学力向上のための指導方法のあり方

～新たな価値を見いだす生徒の育成を目指して～

　　　（知）

生徒 る教師

生徒にとって 深く考え学びとる生徒

～読解力の視点を踏まえた授業改善を通して～

基礎・基本を身につけ、学んだことを活用することができる生徒の育成

健康で前向きに取り組む 保護者・地域の信頼に応え

　　　（体）

教職員にとって

自他を敬愛し心豊かな生徒 生徒と共に実践する教師

　　　（徳） 　

保護者にとって
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学校像 生徒像 教師像

○ ○ ○

○ 生命を尊重し、思いやりの ○ 思いやりのある、

○

第三中学校 ○ ○ 自分を高めようと

努力する生徒　　（意思）

○ ○ 心身共に健康で、 ○

たくましい生徒　（錬磨）

学校像 生徒像 教職員像

○ ○ ○

○ ○ ○

三会中学校

○ ○ ○

学校像 生徒像 教師像

○ ○ ○

○ ○

○

有明中学校 ○ ○

○ ○ ○ 法律を遵守し、自己管理に

落ち着いた中にも、 よく考え、創意工夫 研修に励み、資質の向上に

活気のある学校

合う教職員

研鑽に励み、生徒の学びや

信頼される学校

人間性豊かで、互いに高め

自己を見つめ、よりよく生きようとする心豊かな生徒の育成

～授業改善と教育活動全体からのアプローチを通して～

豊かな表現力を備えた生徒の育成

合う活力に満ちた学校 豊かな人間関係を築く生徒

秩序と節度があり、互いに高め 違いを認め、違いに学び

ム力を高め合う教師

いきいきと学ぶ豊かな学力、豊かな個性を持った生徒の育成

～基礎・基本の学力を身につける学び方を通して～

「生きる力」の基盤となる確かな 自ら考え

指導力の向上をめざし、絶

生徒理解に努め、人間性豊か

　

教職員が働きやすい、

努める教職員

ある生徒が集う学校

燃える教職員家庭地域との連携を図り、

働きがいのある学校

する生徒　　　　（自主）

心豊かな生徒　　（友愛） 生徒理解に努め、使命感に

同僚や家庭・地域と連携・協働

協働し、生徒を育てる学校 実現に向け努力する生徒 し、ともに学校を創る教職員

で教育愛に富む教職員

学力を身に付けさせる学校 意欲的に学ぶ生徒 成長に真摯に向き合う教職員

　

地域・家庭・関係機関と連携・ 心も体もたくましく、目標の

を感じる学校 守れる生徒

元気な挨拶と、を託せる学校

できる生徒

地域が、親しみを持ち誇り

子どもが、生きがいを感じ 夢と希望を持ち、

えず研鑽に励む教師

自覚と協調性をもち、チー

情熱と教育愛にあふれ、子

て通える学校 いきいきと学ぶことの どもとともに活動する教師

保護者が、信頼して我が子

思いやりや感謝の気持ちを

　

持てる生徒

教職員が、働きがいと誇り ルールをきちんと

努める教師

にできる学校
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【２】島原市適応指導教室  
 

（ １ ） 島 原 市 適 応 指 導 教 室 設 置 の 目 的 及 び 設 置  
心 理 的 又 は 情 緒 的 理 由 に よ り 登 校 で き な い 状 態 に あ る 児 童 生 徒 （ 以 下

「 対 象 児 童 生 徒 」 と い う 。） に 対 し て 、 学 校 復 帰 を 援 助 す る た め 、 島 原

市 適 応 指 導 教 室 （ 以 下 「 適 応 指 導 教 室 」 と い う 。） を 設 置 す る 。  

（ ２ ） 対 象 児 童 生 徒  
適 応 指 導 教 室 に 通 級 で き る 児 童 生 徒 は 、 次 の 各 号 に 該 当 す る 児 童 生 徒

と す る  

① 島 原 市 在 住 の 児 童 生 徒  

② 島 原 市 教 育 委 員 会（ 以 下「 教 育 委 員 会 」と い う 。）が 、適 応 指 導 教 室  

に お け る 指 導 や 援 助 が 効 果 的 と 判 断 し 、 か つ 、 通 級 可 能 な 児 童 生 徒  

③ 本 人 と 保 護 者 が 、 適 応 指 導 教 室 に 通 級 す る こ と を 希 望 す る 児 童 生 徒  

④ 在 籍 校 長 が 、 適 応 指 導 教 室 に 通 級 す る こ と を 認 め る 児 童 生 徒  

（ ３ ） 開 設 場 所  
島 原 市 北 門 町 130 番 地    （ TEL 0957 -64 -7098）  

（ ４ ） 開 設 日 及 び 開 設 時 間  
① 開 設 日 は 、 毎 週 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で と す る 。  

② 開 設 時 間 は 、 午 前 ９ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ３ 時 ３ ０ 分 ま で と す る 。  

（ ５ ） 指 導 者  
教 育 委 員 会 が 、 任 命 又 は 委 嘱 し た 相 談 員 （ 会 計 年 度 任 用 職 員 ） 及 び  

委 員  

（ 医 療 関 係 者 、 学 校 関 係 者 、 教 育 委 員 会 職 員 、 そ の 他 ）  

（ ６ ） 指 導 方 針  
① 基 本 的 生 活 習 慣 の 改 善 を 図 り 、 精 神 的 及 び 社 会 的 な 自 立 を 促 す 。  

② 体 験 学 習 ・ 遊 び 等 を 通 し て 、 生 活 経 験 を 広 げ る と と も に 、 集 団 生 活  

に 参 加 す る 意 欲 を 高 め る 。  

③ 児 童 生 徒 同 士 、 児 童 生 徒 と 指 導 者 と の 人 間 的 な ふ れ あ い を 深 め る と  

と も に 協 調 性 や 耐 性 を 養 う 。  

④ 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 学 力 に 応 じ た 個 別 指 導 を 進 め な が ら 、 学 力 の 補  

充 を 行 う こ と に よ り 、 学 校 復 帰 へ の 抵 抗 を 和 ら げ る 。  

⑤ 教 職 員 研 修 を 充 実 す る 。  

⑥ 不 登 校 児 童 生 徒 の 保 護 者 会 を 定 期 的 に 開 催 し 、 情 報 交 換 を す る と と  

も に 、 相 談 員 や 専 門 相 談 員 と の 懇 談 を 実 施 し 、 保 護 者 の 悩 み 等 を 和  

ら げ る 。  

⑦ 訪 問 指 導 を し 、通 級 で き な い 児 童 生 徒 へ の 相 談・指 導・援 助 を 図 る 。  

⑧ 教 育 委 員 会 と 学 校 ・ 家 庭 ・ 関 係 機 関 と が 連 携 を 図 り な が ら 、 協 力 体  

制 を よ り 充 実 さ せ る こ と に よ り 、 児 童 生 徒 の 学 校 へ の 復 帰 を 援 助 す  

る 。  

（ ７ ） 努 力 事 項  
① 児 童 生 徒 同 士 、 児 童 生 徒 と 指 導 者 と の 人 間 的 な ふ れ あ い を 深 め 、 

児 童 生 徒 の 心 を 開 か せ る 。  
② 学 校・家 庭・関 係 機 関 と 連 携 を 図 る と と も に 、専 門 相 談 員 の 指 導  

助 言 を 受 け な が ら 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 実 態 に 応 じ て 、適 切 な 相 談  
・ 指 導 ・ 援 助 を 行 う 。  

③ 教 職 員 研 修 の 充 実 を 図 る と と も に 、 保 護 者 へ 適 切 な 援 助 を 行 う 。 



 

                       33 

（ ８ ） 指 導 内 容  
① 児 童 生 徒 に 対 す る 指 導  

ア 集 団 生 活 へ の 適 応 指 導  

様 々 な 体 験 学 習 や 遊 び ・ 各 種 行 事 へ の 参 加 等 を 通 じ て 、 集 団 や 小  

集 団 で の 相 談 指 導 ・ 援 助 を し 、 集 団 生 活 へ の 適 応 を 図 る 。  

イ 生 活 指 導  

個 別 や 小 集 団 で の 相 談 ・ 指 導 や 対 応 を し て い く な か で 、 基 本 的 な  

生 活 習 慣 を 身 に つ け さ せ て い く 。  

ウ 教 科 指 導  

一 人 一 人 の 学 力 に 応 じ た 個 別 指 導 を 行 う 。  

② 保 護 者 に 対 す る 相 談 ・ 指 導  

ア 個 別 相 談 を 通 し て 、 児 童 生 徒 へ の 対 応 の あ り 方 を 考 え た り 、 児 童  

生 徒 の 実 態 に 応 じ て 、 専 門 家 や 他 の 関 係 機 関 を 紹 介 し た り す る 。  

イ 保 護 者 会 を 通 し て 、 保 護 者 同 士 が 子 供 へ の 対 応 の あ り 方 に つ い て  

学 び 合 う 。  

③ 学 校 と の 連 携  

ア 在 籍 校 と 連 携 を 取 り な が ら 、 児 童 生 徒 へ の 指 導 の あ り 方 を 相 談 し  

 合 う 。  

イ 通 級 状 況 を 報 告 し 、 実 態 を 知 ら せ る 。  

ウ 事 例 研 修 会 や 教 育 講 演 会 を 通 し て 、 児 童 生 徒 へ の 対 応 の あ り 方 に  

つ い て 学 び 合 う 。  

④ 関 係 機 関 と の 連 携  

必 要 に 応 じ て 関 係 機 関 （ 県 教 育 セ ン タ ー 、 市 少 年 セ ン タ ー 、 長 崎 こ  

ど も ・ 女 性 ・ 障 害 者 支 援 セ ン タ ー 、 福 祉 事 務 所 等 ） と 十 分 連 携 を 取  

り な が ら 指 導 に あ た る 。  

⑤ 専 門 家 に よ る 指 導  

児 童 生 徒 一 人 一 人 の 状 態 に つ い て 、専 門 相 談 員 の 指 導 を 受 け な が ら 、 

相 談 ・ 指 導 ・ 援 助 等 を 行 う 。  

（ ９ ） 島 原 市 適 応 指 導 教 室 概 要  
・ 主 管 部 局    島 原 市 教 育 委 員 会  学 校 教 育 課  

・ 設 置     平 成 ８ 年 １ ０ 月 １ 日  

・ 平 成 ８ 年 度    毎 週 火 曜 日 と 金 曜 日 の 週 ２ 日  相 談 員 ２ 名  

       （ 週 ２ 日 勤 務 ）  

・ 平 成 ９ 年 度    毎 週 火 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 週 ４ 日  相 談 員 ２ 名  

       （ 週 ３ 日 勤 務 ）  

・ 平 成 １ ０ 年 度   毎 週 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 週 ５ 日  相 談 員 ２ 名  

～ １ ４ 年 度  （ 週 ４ 日 勤 務 ）  

・ 平 成 １ ５ 年 度 ～  毎 週 月 曜 日 か ら 金 曜 日 ま で の 週 ５ 日  相 談 員 ２ 名  

        （ 週 ５ 日 勤 務 ）  
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【３】学 校 給 食 

 
（１）栄養のバランスがとれた食事が摂取できるよう努める。 
（２）望ましい食習慣を形成し、自己の健康管理ができる能力を育てる。 
（３）健康教育の一環としての給食指導の充実を図る。 
（４）豊かな心の育成にかかわる食事環境の整備に努める。 
（５）食生活が自然の恩恵や食に関わる人々の様々な活動に支えられていることに 
   ついての理解を深める。 

 
１ 学校給食実施状況 

（1）ブロック調理方式（四小新校舎完成時 平成１２年９月から） 
 
   五小調理場 349 食  三小調理場 693 食  二小調理場 687 食  共同調理場 1,187 食 
 
  五小        三小        二小         一小   488+40 

321+28       261+30       242+30      四小   205+24 
                                三会小  237+24 
           二中        一中         長貫分校  12+ 2 

       191+24       382+33       三会中   130+25 
                          
                        三中 
             162+25 
   
 
  有明学校給食センター870 食       大三東小  高野小  湯江小  有明中 
                      227+22  74+19  211+23   266+28 
 
 （2）給食費 

 １食単価 月額 年間予定回数 
小学校 ２４０円 ４，２００円 １９７回 
中学校 ２８０円 ４，９００円 １９５回 

            ３月分月額は、年間の回数による調整額となる。 

 （3）給食内容・方法 

    給食は週 5 回実施（米飯給食 3 回、パン給食 2 回） 

   ① 献立作成 

ア）基本献立原案作成  毎月１回（栄養教諭及び学校栄養職員 4 人） 

イ）献立原案検討   （各学校において検討） 

ウ）学校給食研究会  （学校からの意見を持ち寄り、内容の検討） 

エ）献立の決定 

  ② 調理 （二小 三小 五小 共同調理場 有明学校給食センター） 

・ 食材発注、調理：調理校 

   ③ 配送 １号車  三 小 →   二 中 →   三 小 →   三 中  

        ２号車  四 小 →   一 小 →   二 小 →   一 中  

        ３号車  共同調理場 → 三会小 →   共同調理場 → 三会中  

        ４号車  共同調理場 → 長貫分校  

指導方針 
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        ５号車  センター →  大三東小 →  センター →  湯江小 → 

  センター →  高野小 →  有明中 →  センター →  有明中  

 

２ 安全衛生管理の徹底 
 
  「学校給食衛生管理基準」に基づき施設・設備の整備を図るとともに関係職員の資質の向上

に努める。 
 
 （1）学校給食施設設備の点検（年 3 回、各学期毎に実施） 
     薬剤師と連携し、給食施設の点検、食器の残渣テスト等を行う。 
 
 （2）専門業者によるネズミ及び衛生害虫防除（年 3 回、夏・春・冬実施） 
 
 （3）保健所係員による立入り検査（年 1 回） 
 
３ 地域社会・家庭との連携 
  学校給食をとおして、地域社会及び家庭の食生活改善に資するとともに、児童・生徒の健康 

保持増進に努める。 
（1）毎月の献立を内容とした広報紙を各家庭に配布する。 
（2）地域団体との交流会時に給食試食会を行う。 

 
４ 学校給食検討委員会 
  学校給食の充実について、広く意見を聴取するために設置する。 
  定数は２７名以内とし、校長代表、学校給食調理場長、育友会・地域代表等を構成員とする。 
 
 

  

【共同調理場】 【有明学校給食センター】 
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６ 学 校 体 育 

 

【１】 目 標 

 学校における体育・健康に関する指導は、児童生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活

動全体を通じて適切に行うことにより、健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目

指した教育の実現に努めること。特に、学校における食育の推進及び体力の向上に関する指導、

並びに安全に関する指導、心身の健康の保持増進に関する指導については、保健体育科、技

術・家庭科及び特別活動の時間はもとより、各教科、道徳科及び総合的な学習の時間などにお

いてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること。また、それらの指導を通して、家

庭や地域社会との連携を図りながら、日常生活における適切な体育・健康に関する活動の実践

を促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎を培う。 

  

 （１）小学校 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた学習過程を通して、

心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフ

を実現するための資質・能力を育成することを目指す。 

 

 （２）中学校 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的な解決に向けた学習過程を通

して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツラ

イフを実現するための資質・能力を育成することを目指す。 

     ①体育科授業の充実 

ア 指導方法の工夫改善に努め、基礎・基本の定着と効果的な学習の展開・実践に努める。 

イ 教師の技能の向上と豊かな指導力と旺盛な意欲を養うための研修会、講習会への積極的

参加に努める。 

ウ 体力テストの実施 

（全学年の児童生徒に実施することによって、体力向上のための基礎資料を得る。） 

     ②中学校部活動の指導と管理 

学校教育活動の一環として、学校管理下で運営を実施し、部活動外部指導者を含めた指導体

制の確立と部活動の指導、管理に努める。 

     ③中学校体育大会（中学校体育連盟） 

市中学校体育連盟、市教育委員会共催により、陸上競技大会と各種競技大会を実施し、競技

力及び体力の向上を図る。 



【２】　令和２年度中学校部活動実施状況

男子 女子 小計 男子 女子 小計 男子 女子 小計 男子 女子 小計 男子 女子 小計 男子 女子 小計

1 陸 上 競 技 5 17 22 9 6 15 10 11 21 24 34 58

2 水 泳 5 11 16 5 11 16

3 バスケットボール 16 19 35 12 15 27 13 14 27 41 48 89

4 バ レ ー ボ ー ル 21 23 44 12 12 13 13 26 11 11 12 19 31 46 78 124

5 卓 球 25 14 39 11 3 14 6 12 18 15 15 17 13 30 59 57 116

6 サ ッ カ ー 24 7 31 28 5 33 17 2 19 15 15 18 2 20 102 16 118

7 軟 式 野 球 18 18 9 9 7 2 9 17 17 51 2 53

8 柔 道

9 剣 道 2 2 4 7 5 12 10 10 19 7 26

10 ソ フ ト テ ニ ス 24 25 49 14 16 30 8 20 28 26 17 43 19 13 32 91 91 182

11 ソ フ ト ボ ー ル

12 ブ ラ ス バ ン ド 7 43 50 1 11 12 1 7 8 16 16 19 19 9 96 105

13 美 術 4 26 30 2 10 12 3 9 12 5 12 17 14 57 71

14 パ ソ コ ン 14 14 28 14 14 28

15 合 唱

16

160 190 350 75 77 152 66 69 135 48 61 109 126 114 240 475 511 986

181 201 382 100 91 191 83 78 161 65 65 130 140 126 266 569 561 1,130

88.4% 94.5% 91.6% 75.0% 84.6% 79.6% 79.5% 88.5% 83.9% 73.8% 93.8% 83.8% 90.0% 90.5% 90.2% 83.5% 91.1% 87.3%

第二中学校

部 活 動 員 合 計

合　　　計有明中学校第三中学校

生 徒 総 数

3
7

部 活 動 加 入 率

三会中学校
部　活　動　名

第一中学校

 



７　学 校 保 健

　【１】目標
学校における保健管理及び安全管理に関し必要な事項を法に基づき実施し，児童・生徒及び職員の健康の維持増進を図る。

　  （１）小・中学校児童生徒の体位状況（市・県・全国比較表）

男 女 男 女 男 女 男 女

市 117.4 116.2 22.6 21.5 12 市 152.7 152.1 44.6 45.4 

県 116.1 115.2 21.5 21.1 歳 県 152.7 151.6 44.6 44.4 

国 116.5 115.6 21.4 20.9 国 152.8 151.9 44.2 43.8 

市 123.1 122.5 25.5 24.5 13 市 159.6 155.0 48.9 48.4 

県 121.8 121.2 24.1 23.7 歳 県 159.6 154.4 49.5 48.2 

国 122.6 121.4 24.2 23.5 国 160.0 154.8 49.2 47.3 

市 127.9 127.6 28.2 27.6 14 市 165.6 156.7 54.8 50.8 

県 127.9 127.0 27.4 26.6 歳 県 165.0 156.2 54.2 51.1 

国 128.1 127.3 27.3 26.5 国 165.4 156.5 54.1 50.1 

市 133.3 133.4 31.0 31.1 

県 132.9 133.3 30.5 30.5 （国・県・市とも令和元年度）

国 133.5 133.4 30.7 30.0 

10 市 139.5 140.6 35.3 35.0 

歳 県 138.4 139.8 34.3 34.3 

国 139.0 140.2 34.4 34.2 

11 市 144.7 146.9 37.5 39.7 

歳 県 144.5 146.5 38.3 39.8 

国 145.2 146.6 38.7 39.0 

体重(kg)

3
8

身長(cm) 体重(kg)

６
歳

７
歳

８
歳

９
歳

身長(cm)
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８ 社 会 教 育 
 

【１】社会教育関係団体 

 （１） 婦人会 

市内５地区には、地区婦人会があり、独自の活動目標を掲げ、女性学級等の研修活動や環境

美化等の奉仕活動に取り組むとともに、地域の行事にも積極的に参画している。また、青少年

の健全育成活動にも熱心に取り組み、地区婦人会を束ねる市婦人会連絡協議会では、活動の目

標に「地域の子育てや高齢者支援に積極的に参加しましょう」を掲げ、島原市ココロねっこ運

動の推進に積極的に参画している。特に「通学合宿」においては、毎回、地区婦人会の多大な

協力を得ている。 

市をはじめ地域の諸行事や青少年の健全育成の推進において欠くことのできない団体であり、

会の運営については、自主運営の方針を尊重しながら婦人会活動の活性化について、適切な助

言を行う。 

 

 （２） 青年団 

島原市の青年団活動は、地区青年団として白山青年団が活動を行っている。 

団員は少ないが、青少年健全育成活動にも力を入れており、地区の通学合宿や精霊流し等で

の活動は、市民に高い評価を得ている。 

今後も、新規団員の獲得やリーダー育成などの支援に努めていきたい。 

 

 （３） 青少年健全育成協議会 

市内７地区で組織されている青少年健全育成協議会は、地域全体で子どもたちを育成する中

心母体として、地区ごとの特色を生かし、体育・レクリエーション行事、伝承・伝統行事、週

末の余暇活動等を実施している。これらの活動を通して、親子や三世代のふれあいの機会を設

け、地域の連帯意識の高揚に努めている。７地区の健全育成会の連合組織である市青少年健全

育成連絡協議会では、各地区の活動状況等の報告会を定期的に開催し、意見交換を行うなど、

他地区の成果を共有し、各地区の活動に生かしている。 

 

（４） ＰＴＡ 

ＰＴＡ連合会は、小中学校１４校の育友会又はＰＴＡで結成されている。県ＰＴＡ連合会の

「自らの人間力を高め、教育力の向上を目指すＰＴＡ活動を推進しよう」というスローガンの

もと、「児童生徒の福祉を増進するために、相互に連絡し協力し、責任を分け合い、教育の進

展に努力すること」を目的としている。市ＰＴＡ連合会研修会の充実に向けた連携強化を図る

とともに、家庭教育学級や各種の行事を通して、各会員の資質の向上に努める。 

各単位組織の会員に対しては、各種研修会の充実とともに、今日の社会情勢や子どもの現状
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を考え、自分の子育てを見直し、積極的な子育てができるように努め、「基本的な生活習慣の

定着」「スマートフォンや携帯電話の正しい使用法の定着」「たくましい子どもの育成」など、

家庭教育力の向上を図る。 

地域ぐるみの子育てを目指した「島原市ココロねっこ運動」の推進に向けては、異学年によ

る通学合宿の実施、子育て支援団体との連携、地域学校協働活動の推進を図っていく。その中

で、子育てにおける家庭の役割、学校の役割、地域や行政の支援のあり方等を明らかにし、今

後の子育て環境の向上につなげ、子どもが健やかに育つ地域づくりを目指す。 

 

（５） 子ども会 

長崎県子ども会育成連合会(県子連)に加入している会員数は、少子化の影響を受け年々減少

してきている。このため、単位子ども会としての活動が困難になったり、役員の選出が困難に

なったりするなどの問題が生じている子ども会もあり、これらの問題解消のため、子ども会の

合併を検討、実施しているところも出てきている。子ども自身による企画・運営の場や自然や

地域の中での体験活動の減少も見られ、子どもたちにとって一番身近な地域活動の場が弱体化

してきており、今後、ＰＴＡ等との連携を図りながら、強固な組織づくりを踏まえた支援を行

う必要がある。 

単位子ども会の連合組織である「島原市子ども会育成連絡協議会」（市子連）が単位子ども

会の活性化に向けて、様々な取組を行っており、自主的な運営に向けて助言等を行っていく。 

 

（６） 高齢者団体 

市老人クラブ連合会（市老連）は、７地区の各老人クラブから構成されている。福祉行政と

も連携し、健康で豊かな老後を過ごせるよう、各種行事等へ積極的に参加するよう促すととも

に、地域の子どもたちとの交流、高齢者学級の運営等に自ら進んで参加できるような工夫・配

慮を行う。 
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【２】公⺠館活動 

 

（１）各地区公民館の概況                       （令和2年4月30日現在） 

 

※対象区域面積には国有林を含まない。 

 

（２）公民館活動の目標 

 ★健やかな子どもたちの成長を願い、ＰＴＡや地域の子ども会・青少年健全育成協議会と連携し、

公民館を拠点とした青少年健全育成活動を行う。 

 ★家庭教育学級・女性学級・高齢者学級・青年教室などの学級や講座を開催し、地域住民の学習

意欲を高める。 

 ★趣味・サークルなどのグループ活動を促進し、生きがいを求める諸活動を推進する。 

 ★青年団・婦人会・老人クラブなどを中心として、地域住民のふれあい活動を進める。 

 

（３）公民館運営計画 

① 公民館を拠点とした青少年の学校外活動の充実 

学校週５日制については、子どもの学力や昨今のスポーツ活動を背景として、子どもたちの休

日における学校外活動や地域活動のあり方に関心が高まっている。公民館においても、子ども

向けの事業の企画や、学校や地域と連携した各種事業の実施を通じて公民館が子どもたちの活

動の場やいこいの場となるよう努めたい。 

② 学級・講座の充実 

生涯における各時期（乳幼児、学童、青年、成人、高齢期）の諸課題をふまえた生涯学習を展

地 区 名 有  明 三  会 杉  谷 森  岳 霊  丘 白  山 安  中 

合 計 
公 民 館 名 称 

有   明 

公 民 館 

三   会 

公 民 館 

杉   谷 

公 民 館 

森   岳 

公 民 館 

霊   丘 

公 民 館 

白   山 

公 民 館 

安   中 

公 民 館 

対象区域(k㎡) 23.49 9.28   9.88   2.80   2.20   2.69   8.48 58.82 

世  帯  数 3,892 1,722 1,512 3,947 2,761 3,249 2,827 19,910 

人 口 10,289 4,447 3,563 8,291 5,513 6,289 6,318 44,710 

館 長 社 会 教 育 課 長 が 兼 任    1 

職 員 数 1 1     1    1     1    1     1    7 

事 務 員 1 1     1    1     1    1     1    7 

敷地面積 (㎡ )  5,658  1,961  3,896  1,443  1,636  1,238  1,928  17,760 

施設面積 (㎡ )  1,779  964  1,118  1,353 1,016  971  785  7,986 

施 設 構 造 鉄筋2階 鉄筋2階 鉄筋2階 鉄筋2階 鉄筋3階 鉄筋2階 鉄筋2階 - 

竣 工 年 S47.4 H1.7 H10.12 S45.3 S50.11 S59.3 S53.11 - 

駐 車 場 ( 台 )  181  50  66  8  48  29  23  405 

図 書 室 蔵 書 数 - 4,780 3,707 - 3,200 5,382 1,872 18,941 

サ ー ク ル 数 36 18 27 35 31 30 17 194 
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開し、それぞれに合わせた各種学級講座を開設するとともに、生きがいを求めるための仲間づ

くり、趣味のサークル・グループ活動の奨励と拡充を図る。特に家庭教育学級については、青

少年の実態から家庭教育の重要性が指摘される状況下、学校・ＰＴＡ・地区青少年健全育成協

議会及び公民館の４者の協働により、健康教育講座や社会教育課による出前講座等を取り入れ

つつ、新たな課題への対応等にも配慮し、それぞれの特色を生かした総合的な講座となるよう

努めたい。 

また、その集大成として、各公民館における生涯学習の発表と地域住民の交流の場として「公

民館まつり」の充実を図りたい。 

 

③ 図書活動 

   公民館を利用する地域住民からの図書室環境整備や蔵書充実等の要望を受け、その意向にそ

った図書室の整備・活用及び図書購入を行う。購入した新刊図書などについては、随時、広報活

動を通じて啓発を行う。図書の配置場所や明るい図書室の雰囲気づくりなど親しみやすい環境づ

くりにも配慮し、子ども向け図書の充実やおはなし会等を通じて、子どもの姿の見える図書室・

公民館づくりに努めたい。 

 

④ 視聴覚教育活動 

   各種学級（教室）講座などに、随時、ビデオ、プロジェクター等の視聴覚機材を利用した学

習の充実を図っていくと同時に、視聴覚ライブラリー教材ビデオ等ソフトの利用促進を図る。 

また、情報化社会の進展に伴い、コンピュータが家庭に普及し、インターネット等に対する市

民の関心が高いことから、「ＩＴ講習会」用として各公民館に導入したパソコンを活用して、

多くの方が利用できるようパソコン入門講座等を開催していきたい。 

   

⑤ 地域連帯感を高める活動 

うるおいと活力に満ちた郷土づくりに寄与するため、共に助け合い、高め合う地域の連帯感づ

くりに、地域の特性を生かした三世代ふれあい活動などを行う。 

 

⑥ 社会教育関係団体育成計画 

ア 青年団 

    現状では、青年団活動が行われているのは１地区のみであるが、各地区においても、青年

層が公民館を利用する活動等を支援するため、青年が参加できる講座や行事を工夫し、地域

に密着した青年活動の再生と活発化を図りたい。 

また、地域における子どもたちの体験活動の不足が指摘されており、青年層の指導的な立

場での参画を促すと共に、自主的な学習、行事への積極的な参加意欲を高め、地域との連帯

を深めるよう努めていきたい。 

 

イ 婦人会 

    減少傾向にある婦人会組織の維持・強化を図るため、「無理をせず、お互いに支えあい、
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和気あいあいと、できる人ができる時に、できることを」をモットーに「婦人会に入ってよ

かった」と思われるやりがいのある、魅力ある婦人会づくりを促していく。 

    会員自身の学習・研鑽に努め、子どもの健全育成と地域婦人としての教養の向上を図る。

また婦人会が解散した市内２地区においては、女性の会が結成され、地域の活性化のため 

に取り組んでいる。婦人会、女性の会それぞれの活性化のための育成を図る。 

 

ウ 高齢者団体 

    健康保持と豊かな老後を過ごせるよう、高齢者学級、グラウンドゴルフやゲートボールな

どの軽スポーツ、研修視察等を通して会員相互の親睦・融和を図るとともに、社会奉仕活動

等を取り入れた地域活動を通して、生きがいを求め、頼れる人としての意識の高揚に努める。

 また、地域の小中学生との交流も積極的に行う。 

 

エ ＰＴＡ 

    明るく素直で健康的な子どもを育てるために、家庭教育学級、各種行事等を通して常に連

携をとりながら、子育ての推進・強化を促す。 

    そのため、市ＰＴＡ連合会や各学校の単位組織との連携を深めながら、役員や会員研修の

充実を図る。 

 

⑦ 青少年健全育成活動 

多様化した社会環境の中で青少年の非行は大きな社会問題である。各種団体と連携を密にし、

地区青少年健全育成協議会を中心として、子どもたちの心豊かで健やかな成長を願い、地域の

特性を生かした行事や環境整備に努める。 

 

⑧ 広報活動 

・各種行事啓発のため「公民館だより」を発行し、内容の充実を図る。 

・各種関係団体との連携をとり、団体の広報活動の促進を図る。 

・公民館関係行事等を報道機関へ連絡し、広く周知を図る。 

・島原市ホームページや市広報紙を活用し、積極的な情報発信を行う。 
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【３】公⺠館利用状況（令和元年度） 

 

【４】生涯学習推進 

 

（１） 各公民館が開設する各種学級・講座 

・学級の概況 

本市は、市内７地区に１館ずつ公立の公民館を設置している。 

    各地区の公民館は、それぞれ独立し、公民館を主会場として公費の各種学級・講座を開設

している。 

   □開設状況（令和元年度） 
  

    公民館

学級名 
有 明 三 会 杉 谷 森 岳 霊 丘 白 山 安 中 合 計 

高齢者学級 １   １ １    １    １    １    １   ７

女性学級 １    １    １    ２    ２    １    １   ９

青年教室 １    １

家庭教育学級 １    １    １    １    １    １    １    ７

合  計 ３    ３    ３    ４    ４    ４    ３   ２４

 

公民館自主講座 ４ １０ ５ ４ ７ ３ ３ ３６

 

 

 

公民館事業 各種団体 趣味・サークル 官公署その他 
回数 

合計 

人数 

合計 回数 人員 回数 人員 回数 人員 回数  人員 

有明 57 2,061 391 5,791 1,774 9,122 453 6,116 2,675 23,090 

三会 39 1,600 258 4,111 344 2,381 282 7,355 923 15,447 

杉谷 39 927 187 4,479 897 9,379 249 6,745 1,372 21,530 

森岳 135 3,159 634 10,855 1,031 9,153 511 12,473 2,311 35,640 

霊丘 96 3,016 402 6,633 986 11,060 286 6,889 1770 27,598 

白山 37 1,328 161 3,815 1,078 12,169 225 8,932 1,501 26,244 

安中 50 1,161 193 3,277 442 3,927 182 6,106 867 14,471 

計 453 13,252 2,226 38,961 6,552 57,191 2,188 54,616 11,419 164,020 
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（２）社会教育課が主催、共催する各種講座 

① 県立学校地域開放講座 

県立高等学校を開放して広く成人一般を対象に、一般教養・専門的技術の学習の場を提供しよ

うと県教委・市教委の共催で県立学校地域開放講座を実施している。 

この講座は、「ながさき県民大学」連携講座にもなっており、島原市民の他、近隣町の住民へ

も広く参加を呼びかけている。 

 

② 健康教育講座 

昭和５１年度から始めた健康教育講座も女性学級や高齢者学級の中の重要な講座として定着し

ており、そのテーマなど学級生の関心も高く、毎回、多くの参加者があり、また、子育て中のお

父さん、お母さんを対象とした家庭教育学級へも導入し家庭での健康づくりに活かされている。 

講師は、主に医師会の医師が当たり、そのほかに歯科医師会、栄養士会、島原市地域包括支援

センター等も担当し、「私の健康、家族の健康」というスローガンのもとに、これからの健康づ

くりを目標に医師会の全面的な協力を得て実施しており、県下でも特色ある講座となっている。 

 

③「ＩＴ講習会」 

  各地区公民館に配置したパソコンを利用して、初級、中級者を対象とした、ワード、エクセ

ル講座などを開催しており、受講希望の多い講座となっている。 

 

（３）青少年教育 

① 各公民館が主催する講座・行事 

ア 子ども向けおはなし会 

イ 各種子ども体験活動 

  

② 社会教育課が主催する講座・行事 

  ア 放課後子ども学習室 

基礎学力の向上と学習習慣の定着化を目的に、市内全小・中学校で実施している。放課

後の時間帯に希望する児童が学校内の余裕教室などに集まり、宿題や予習・復習に取り組

んでいる。平成３１年度は延べ１，７７１回実施され、延べ３６，５４１名（１回平均

２０．６名）の参加があった。 

  イ スクールキッズ 

    小学生を対象に、夏休みにおける自学習慣の定着を目的として実施している。希望する

児童が４日間各公民館に行き、夏休みの課題に取り組む。退職校長会に教育活動支援員と

して協力をいただいている。令和元年度は参加申込者数１８３名、延べ参加児童は６１５名

であった。 
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ウ 通学合宿 

各地区健全育成団体やＰＴＡなどの協力のもとに市内全地区で実施している。２泊３日

または３泊４日の日程で公民館において、炊事などの身の回りのことを自分達で行う集団

生活を送りながら学校へ通い、子どもたちの“生きぬく力”を育む。 

エ 週末余暇活動 

子どもたちの週末の居場所づくりとして、健全育成会やＰＴＡ、婦人会や老人クラブ等

の協力を得て、各地区の公民館や学校を舞台に様々な遊びや体験活動を実施している。 

 

（４）子育て支援 

① 子育て講座 

よりよい家庭教育のあり方や前向きに子育てに取り組む方法などを学ぶ機会とするため、小・

中学校及び産婦人科医院等の協力を得て、発達段階（思春期）に応じた子育て講座を年５回開

催する。なお、福祉保健部こども課においては、乳幼児期の子どもをもつ親等を対象にした子

育て講座を実施し、子育ての仲間づくりの支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【資　料】

社会教育委員名簿

備　考

学識経験

家庭教育

学識経験

家庭教育

社会教育

学識経験

家庭教育

社会教育

社会教育

学校教育

家庭教育

各種学級・教室学習計画

　① 令和２年度青年教室実施計画

６月

９月

１１月

２月4

　　　　　　村本　雅一

　　　　　　石井　泰彦

　　　　　　川本まなみ

地域交流「七夕飾り作り」

高齢者との交流「敬老祝賀会」

地域交流「白山公民館まつり」

地域交流「オリエンテーリング大会」

（平成３１年４月１日から令和３年３月３１日まで任期２年）

氏名

　　　　◎　金子統太郎

　　　　 　 北浦　誠治

1

　　　　　　大町　範保

　　　　　　佐藤美由紀

　　　　　　豊田　芳明

　　　　　　古瀬　彬

　　　　　　原　　洋

　　　　　　森川　涼子

回
中 央 青 年 教 室
白山地区青年団　　　 　　　　　（２０名）

2

3
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有明公民館 三会公民館 杉谷公民館

有明女子会キララ 双葉女性学級 ほたる女性学級 さくら女性学級 ゆうすい女性学級

有明地区在住の女性 三会婦人会会員 市内在住の女性 森岳婦人会会員 市内在住の女性

公民館利用者（未定） （４９名） （募集中） （７１名） （２６名）

６月　開講式 5月　開講式 ６月　開講式 ５月　開講式 ５月　開講式
コミュニケーション講座 SDGｓを知ろう！（人権学習） アフリカを知ろう！ キャッシュレス講座 役員改選・班長選出

７月 ６月 ７月 ６月 ６月

ピラティス リラックスヨガ ボッチャに挑戦 災害時の備蓄を考える 楽しく歌おう！

１０月 ７月 ８月 ７月 ７月

研修視察 南島原市の歴史 SDGｓを知ろう！（人権学習） ハーバリウムづくり コグニサイズ

１１月 ８月 ９月 ９月 ９月上旬

本格！お菓子づくり 健康教育講座 暑さに負けず体を動かそう 在宅医療について 市議会傍聴

１２月 ９月 １０月 １０月 ９月下旬

フラワーアレンジメント お箏に触れよう！ ジオで街歩き 健康教育講座 料理教室

１月 １０月 １１月 １１月 １０月

お箏に触れよう！ お楽しみ 染物と豊かな暮らし 研修視察 ボッチャに挑戦

２月　閉講式 １１月 １２月 １２月 １１月

楽しい古典文学講座 研修視察 弦楽器の世界 童謡と昔話 研修視察

１２月 １月 １月 １２月

お正月飾り 料理教室 健康講話と体操 お正月フラワーアレンジ

１月 ２月　閉講式 ２月　閉講式 １月
生活に役立つアイディア 長崎が誇る世界遺産 人権学習 新春寄席

２月　閉講式 ２月

ＥＭ菌活用講座 手芸

３月　閉講式

反省会・次年度計画

白山公民館 安中公民館

中央女性学級 コスモス女性学級 白山女性学級 安中女性学級

霊丘婦人会会員 市内在住の女性 白山婦人会会員 安中婦人会会員

(４７名） (３９名) （６５名） （２８名）

５月　開講式 ６月　開講式 ４月　開講式 ５月　開講式

キャッシュレス講座 SDGｓを知ろう！（人権） SDGｓを知ろう！（人権） グラウンドゴルフ

６月 ７月 ５月 ６月

グラウンドゴルフ 世界バックパックの旅 ゴミの分別再確認 SDGｓを知ろう！（人権学習）

７月 ９月 ６月 ７月

市役所見学 骨盤底筋エクササイズ 身体をメンテナンス 郷土料理教室

８月 １０月 ７月 ８月

健康教育講座 市役所見学 夏野菜クッキング 健康教育講座

１１月 １１月 ８月 １１月

研修視察 発達障害を正しく理解しよう 健康教育講座 研修視察

１２月 １２月 １０月 １２月

SDGｓを知ろう！ 弦楽器コンサート ボッチャに挑戦 正しい姿勢で美しく

１月 １月 １１月 ２月　閉講式

楽しいお菓子作り ハーバリウムづくり 研修視察 ヘルシーランチ

２月 ２月　閉講式 １２月

落語を楽しむ 統計でみる長崎県 料理教室

３月　閉講式 ２月
日米親善人形のこと（人権学習） 終活講座

３月　閉講式

小物づくり

令和２年度　各地区女性学級実施計画　（９学級）

回

森岳公民館

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

回

7

霊丘公民館

8

9

10
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1

2

3

4

5

6



有明公民館 三会公民館 杉谷公民館 森岳公民館 霊丘公民館 白山公民館 安中公民館

有明高齢者学級 三会高齢者学級 杉谷高齢者学級 森岳高齢者学級 霊丘高齢者学級 白山高齢者学級 安中高齢者学級

老人会 三会明生会 杉谷悠友塾 森岳楽生会 霊丘長寿会 白山長生きクラブ 安中長寿会

（５０名） （３０名） （６０名） （６０名） （４０名） （５０名） （６０名）

５月 ４月 ４月 ５月 ５月 ４月 ４月

開講式 開講式 開講式 開講式 開講式 開講式 開講式

交通・生活安全 交通・生活安全 交通・生活安全 交通・生活安全 交通・生活安全 交通・生活安全 交通・生活安全

６月 ５月 ５月 ６月 ６月 ５月 ５月

軽スポーツ 歴史学習 軽スポーツ 相続・遺言書 健康教育 健康体操 研修視察

７月 ６月 ６月 ７月 ７月 ６月 ６月

相続・遺言書 研修視察 相続・遺言書 落語 市庁舎見学 研修視察 相続・遺言書

９月 ７月 ７月 ９月 ９月 ７月 ７月

健康教育 健康教育 こけ玉づくり 健康体操 音楽講座 市庁舎見学 軽スポーツ

１０月 ９月 ９月 １０月 １０月 ９月 ９月

研修視察 島原半島の民話 コグトレ 研修視察 歴史学習 健康教育 健康教育

１１月 １０月 １０月 １１月 １１月 １０月 １０月

料理・体操 軽スポ・料理 研修視察 健康教育 研修視察 物づくり 料理・奉仕作業

１２月 １１月 １１月 １２月 １２月 １１月 １１月

物づくり こけ玉づくり 健康教育 物づくり 健康体操 相続・遺言書 健康体操

１月 １２月 １月 ２月 １月 １月 １２月

有明鳥瞰図 お正月飾り 伝承遊び 人権学習 人権学習 人生講話 お正月飾り

閉講式

２月 １月 ２月 ２月 ２月 ２月

人権学習 終活：生前整理 人生講話 食と健康 食と健康 人権学習

閉講式 閉講式 閉講式 閉講式 閉講式

２月

人権学習

閉講式
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5

6

7

8

9

10

令和２年度　高齢者学級実施計画　（７学級）

回

1

2

3

4
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【５】文化財及び文化事業 

 

（１）文化財 

島原市内には、国指定５、県指定１１、市指定７８、計９４件の指定文化財と３６件の登録文化財

が存在する。 

今年度も引き続いて文化財の発掘・顕彰に努め、価値あるものについては島原市文化財保護審議会

に諮問し所要の保護策を講じるとともに、開発に伴う埋蔵文化財の保護と調査を実施する。 

 

①国指定「旧島原藩薬園跡」 

「旧島原藩薬園跡」については、トイレの水洗化や来客用駐車場を整備するなど年々サービス向

上を図っている。 

今年度も史跡の保護を第一義としつつ、除草・伐採、そして植栽の見直しなど、親しまれるよう

な管理・運営に努める。 

 

②県指定「肥前島原松平文庫」 

松平文庫においては、貴重な文化財を後世に継承するため、年次計画によりマイクロフイルム化

による複写保存を行っており、令和元年度においては１０，０７０コマの複写を行った。今年度も、

同程度を複写する予定である。修復作業については２人体制で実施しており、逐次開帳確認の上、

虫損の修復等を行っている。また、国文学界において全国的な知名度があるため研究者等の来所調

査の対応も多く、目録の頒布、マイクロリーダーを利用した閲覧などにも対応している。 

松平文庫を市民に親しんでもらうため、随時、展示コーナーで史料の展示を行うほか、旧島原藩

の記録である「島原藩日記」を刊行する。 

 

③県指定「島原城跡」 

  島原城は、江戸期の城郭遺構や築城技術が残っている点の価値が認められ、平成２８年２月に県 

史跡に指定された。また、この本質的な価値は国史跡級とも評価されていることから、市としては 

国指定を目指す方針を固めており、現在、有識者や県の指導をいただきながら保存活用計画につい 

て今年度中の策定に向けて取り組んでいる。 

 

④有明資料館（大野原遺跡展示館） 

   有明総合文化会館地下１階にあり、建設時の発掘調査により出土した遺構や土器・石器などを展

示している。 

遺構の状況から縄文時代の土器づくりの工房跡と推測されており、建物跡などの遺構の復元やビ

デオコーナーなどにより利用者の理解を図っている。 

 

⑤有明歴史民俗資料館 

  島原市指定文化財の「木下家の古文書」「島原木綿」をはじめ、民俗資料の充実を図っており、 

一般観覧に供するとともに、市内小学生の歴史学習などに利用されている。 

 

⑥伝統的建造物群の保護 

鉄砲町（上新丁～江戸丁）に残る古い建造物群の保存について、理想とされている下ノ丁、江戸

丁、中ノ丁、古丁、北原町の一部、新建の一部を対象として制度を導入するために、地域住民の合

意形成が図られるように、建設部等と連携して取り組む。 
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ア 国指定文化財 

種    別 名    称 所    在 指定日 

特別名勝 温泉岳 温泉岳国有林 S27．3．29 

天然記念物 普賢岳紅葉樹林 温泉岳国有林 S3．3．31 

天然記念物 野岳いぬつげ群落 温泉岳国有林 S3．3．31 

史跡 旧島原藩薬園跡 小山町 S4．4．2 

天然記念物 平成新山 三会･安中温泉岳国有林 H16．4．5 

イ 県指定文化財 

種    別 名    称 所    在 指定日 

史跡 まだれいな銘キリシタン墓碑 山寺町 共同墓地 S2．11．8 

史跡 島原城跡 城内一丁目 H28．2．18 

天然記念物  植物 有明町の大樟 有明町大三東 S33．6． 5 

天然記念物 熊野神社の大クス 杉山町 S35．7．13 

天然記念物 熊野神社の大ムク 杉山町 S35．7．13 

天然記念物 島原イチゴ自生地 南千本木 S35．3．22 

有形文化財 歴史資料 混一疆理歴代国都地図 本光寺 H11．2．17 

有形文化財 歴史資料 日本大地図３鋪（一組） 本光寺 H17．3．25 

有形文化財 考古資料 
景華園遺跡出土の一括遺物 

百二十二点 
城内一丁目 島原図書館 H18．3． 3 

有形文化財 工芸品 
刀 折返銘 神氣 附 本阿弥光温 

折紙一通 
城内一丁目 島原城 H19．8．31 

有形文化財 古文書 肥前島原松平文庫 城内一丁目 島原図書館 H25. 3. 25 

ウ 市指定文化財 

種    別 名    称 所    在 指定日 

史跡 藩主松倉豊後守重政の墓 中堀町 江東寺 S57． 4． 5 

史跡 藩主松平家の墓所 本光寺 S57． 4． 5 

史跡 御用御清水 城内一丁目 S57．12．26 

史跡 清水川 天神元町 S60． 6． 6 

史跡 平山古墳 有明町湯江 S63． 1．22 

史跡 東空閑城の空ぼり 有明町大三東境の松 S63． 1．22 

史跡 板倉重昌の供養塔二基 中堀町 江東寺  H4． 9． 3 
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種    別 名    称 所    在 指定日 

史跡 流死菩提供養塔 南崩山町  H4． 9． 3 

史跡 流死菩提供養塔 三会町  H4． 9． 3 

史跡 流死菩提供養塔 田町  H4． 9． 3 

史跡 宝篋印塔型流死供養塔 中堀町  H4． 9． 3 

史跡 高力忠房・高力清長の供養墓碑二基 萩原一丁目 快光院  H4． 9． 3 

史跡 高島回向堂 高島一丁目 H22． 2．26 

史跡 甚三郎山 萩原二丁目 H28．12． 1 

天然記念物  植物 恵里神社の大クス 江里町 S55． 6． 5 

天然記念物  植物 オキチモズク 有明町湯江久原山ノ田川  H8．11．18 

天然記念物  植物 昭和福ハゼ二世木 小山町 薬園内 H11． 4． 9 

無形民俗文化財 島原の精霊流しと切子燈篭 市内全域 H11． 4． 9 

無形民俗文化財 島原木綿  H22． 2．26 

有形民俗文化財 水権現の力石 大下町 H11． 4． 9 

有形民俗文化財 量石 城内二丁目 H11． 4． 9 

無形文化財 先踊 白土町 S54． 5．21 

有形文化財  絵図 市川泰朴の解体図 島原城 S50．12．25 

有形文化財  絵図 島原藩士屋敷図 本光寺 S50．12．25 

有形文化財  絵図 森岳城図 八幡町 八幡神社 S50．12．25 

有形文化財  絵図 
旧村の地図（三之沢村・東空閑村・ 

大野村） 
有明歴史民俗資料館 S63． 1．22 

有形文化財  絵図 菊地能運の肖像 有明歴史民俗資料館 S63． 1．22 

有形文化財 建造物 本光寺山門 本光寺 S50．12．25 

有形文化財 建造物 キリシタン墓碑 島原城 S57． 4． 5 

有形文化財 建造物 キリシタン墓碑 島原城 S57． 4． 5 

有形文化財 建造物 切支丹墓碑２基 有明歴史民俗資料館 S63． 1．22 

有形文化財 建造物 隠し十字入地蔵型灯篭 島原城  H1．12．13 

有形文化財 建造物 切支丹ＩＨＳ符号入平型石碑 城内三丁目  H1．12．13 

有形文化財 建造物 一石五輪塔一基 寺中町 観音様谷  H4． 9． 3 

有形文化財 建造物 一石五輪の塔 有明歴史民俗資料館  H4．11．10 

有形文化財 建造物 流死人供養塔（松崎） 有明町大三東  H4．11．10 

有形文化財 建造物 流死人供養塔（大原） 有明町大三東  H4．11．10 

有形文化財 建造物 流死人供養塔（浜東） 有明町湯江  H4．11．10 
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種    別 名    称 所    在 指定日 

有形文化財 建造物 定祐の碑 有明町湯江  H4．11．10 

有形文化財 建造物 金兵衛納経塔 有明町大三東  H4．11．10 

有形文化財 建造物 天如塔及び玉垣 湊道1丁目 H13． 7． 6 

有形文化財 工芸品 涅槃図 中堀町 江東寺 S57． 4． 5 

有形文化財 工芸品 壷形土器 宮の町 猛島神社 S58． 6． 6 

有形文化財 工芸品 杉谷焼 宮の町 猛島神社 S58． 6． 6 

有形文化財 工芸品 鰐口一口 崩山町崩山観音堂  H4． 9． 3 

有形文化財 工芸品 日米親善人形(通称リトル・メリー) 島原第一小学校 H28．12． 1 

有形文化財 考古資料 景華園遺跡の支石墓掌石 島原城内 S57． 5． 7 

有形文化財 考古資料 景華園遺跡の支石墓掌石 中野町 S57． 4． 5 

有形文化財 考古資料 礫石原環状石組遺構 礫石原町 S59． 1．10 

有形文化財  書跡 板倉八衛門の書簡 有明歴史民俗資料館 S63． 1．22 

有形文化財  書跡 即非筆の書「高岳山」及び同扁額 南柏野町  H4． 9． 3 

有形文化財  書跡 隠元筆扁額「獅子吼」一面 中堀町 江東寺  H4． 9． 3 

有形文化財  彫刻 弁天像 本光寺 S50．12．25 

有形文化財  彫刻 十六羅漢石像 本光寺 S50．12．25 

有形文化財  彫刻 三十番神像 寺町 護国寺 S50．12．25 

有形文化財  彫刻 地蔵菩薩立像 本光寺 S57． 4． 5 

有形文化財  彫刻 地蔵菩薩立像 本光寺 S57． 4． 5 

有形文化財  彫刻 如意輪観世音菩薩座像 本光寺 S57． 4． 5 

有形文化財  彫刻 銅造釈迦如来座像 本光寺 S57． 4． 5 

有形文化財  彫刻 木造釈迦如来座像 本光寺 S57． 4． 5 

有形文化財  彫刻 日蓮上人像 白土町 S57． 4． 5 

有形文化財  彫刻 靭 有明歴史民俗資料館 S63． 1．22 

有形文化財  彫刻 六地蔵 有明歴史民俗資料館 S63． 1．22 

有形文化財  彫刻 六時観音 有明町大三東大原 S63． 1．22 

有形文化財  彫刻 観音菩薩 有明町湯江野田 清水神社 S63． 1．22 

有形文化財  彫刻 隠し十字入地蔵 南柏野町 晴雲寺  H1．12．13 

有形文化財  彫刻 猿石 片町  H1．12．13 

有形文化財  彫刻 金銅仏千手観音像 萩原1丁目 和光院  H1．12．13 

有形文化財  彫刻 ﾏﾘｱ地蔵菩薩立像「通称ﾏﾘｱ地蔵」 山寺町 共同墓地  H4． 9． 3 

有形文化財  彫刻 「歓喜天」又は「聖天」一躯 寺町 叶寺  H4． 9． 3 
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種    別 名    称 所    在 指定日 

有形文化財  彫刻 地蔵像 有明町大三東  H4．11．10 

有形文化財  典籍 旧島原藩日記 島原図書館 S58． 6． 6 

有形文化財  典籍 旧島原藩日記 宮の町 猛島神社 S58． 6． 6 

有形文化財  典籍 木下家の古文書 有明歴史民俗資料館  H6．11． 9 

有形文化財 歴史資料 長崎刻煙草 中組町 S54．10．15 

有形文化財 歴史資料 金刀比羅宮の大木札 中組町 S54．10．15 

有形文化財 歴史資料 キリシタン資料 母子像 湊道1丁目 S57． 4． 5 

有形文化財 歴史資料 旧島原藩薬園跡御神体 宮の町 猛島神社 S58． 6． 6 

    

エ 登録文化財 

種    別 名    称 所    在 登録日 

登録有形文化財 建造物 清水家住宅主屋       上の町 H15.7.1 

登録有形文化財 建造物 保里川家住宅主屋  上の町 H15.7.1 

登録有形文化財 建造物 青い理髪舘（旧小林理髪舘）    上の町 H15.7.1 

登録有形文化財 建造物 宮崎商店店舗・焼酎蔵・煙突 上の町 H15.7.1 

登録有形文化財 建造物 中野金物店主屋・防火壁 上の町 H15.7.1 

登録有形文化財 建造物 猪原金物店主屋   上の町 H15.7.1 

登録有形文化財 建造物 
加藤酒造店舗兼主屋・井戸・門・表

土塀・裏土塀 
有明町大三東 H20.10.23 

登録有形文化財 建造物 鵜殿家住宅旧主屋・主屋 上の町 H20.10.23 

登録有形文化財 建造物 西川家住宅主屋 白土町 H20.10.23 

登録有形文化財 建造物 
小早川家住宅主屋・門・石塀・煉瓦

塀 
城内二丁目 H24.2.23 

登録有形文化財 建造物 島原城御馬見所 城内一丁目 島原城 H25.3.29 

登録記念物 旧伊東氏庭園（四明荘庭園）  新町二丁目 H20.7.28 

登録記念物 小早川氏庭園 城内二丁目 H26.3.18 

登録有形文化財 建造物 
マルイチ葬祭斎場（旧小林家住宅酒

蔵） 
弁天町1-7118-6 H26.4.25 

登録有形文化財 建造物 旧伊東家住宅（四明荘）主屋・表門 新町二丁目 H26.4.25 

登録有形文化財 建造物 
しまばら湧水館（旧三村家住宅）主

屋・石柱門・煉瓦塀 
新町二丁目122・一丁目212 H26.12.19 

登録有形文化財 建造物 島﨑家住宅主屋・離れ 新町二丁目 H28.8.1 
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種    別 名    称 所    在 登録日 

登録有形文化財 建造物 
旧升金商会 店舗兼主屋・事務所兼

倉庫 
湊新地町 H28.8.1 

登録有形文化財 建造物 堤内家住宅亭 先魁町 H31.3.29 

登録有形文化財 建造物 中村家住宅長屋門 萩原一丁目 H31.3.29 

 

（２）文化事業 

① 自主事業 

    市民に芸術性の高い優れた舞台芸術に接する機会を提供し、市民文化の向上と地域活性化につなげるた

めの公演等を行う。 

   □「肥前しまばら子ども狂言」 

５／２０（水）、６／１０（水）・１７（水）、７／１０（金）・２２（水）、８／２６（水）、 

９／９（水）・２３（水）・３０（水）、１０／９（金）・２２（木）、 

１０／１０（土）島原城薪能出演 

    

 

 

 

② 教育委員会主催事業 

   広く市民から美術作品を公募し、市民の鑑賞と情操豊かな心を養うとともに美術活動を普及するた

めの島原市美術展覧会を、音楽の普及向上と青少年が音楽に親しむ機会を提供するための、市民音楽

祭を開催する。 

   □第６０回 島原市美術展覧会 

     出品部門－ 絵画、絵手紙、書道、写真、彫刻・工芸、陶芸の６部門（無審査） 

     期  間－ 令和２年１１月２５日（水）～２９日（日） 

   □第４１回 島原市民音楽祭 

     報楽の部      令和２年１１月１５日（日） 

洋楽の部      令和２年１１月２２日（日） 

 

 

【肥前しまばら子ども狂言】 
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【６】図 書 館 

 

○島原図書館 

島原図書館は、総事業費 371,374千円をもって、昭和６０年７月８日から昭和６１年３月２５日の工

期で建設し、昭和６１年７月３１日に開館した。 

管理・運営は、昭和６１年４月１日付で設立された(財)島原市教育文化振興事業団に委託し、平成１

８年４月１日からの指定管理者制度を導入後も、(一財)島原市教育文化振興事業団が指定管理者として

管理・運営に当たっている。 

・令和元年度中の利用者数は、32,835人で、貸出図書数は、157,864冊となっている。 

・図書貸出用の登録者カード所持者は、島原・有明両図書館共通で平成３１年３月末現在52,342人で、

登録者一人当たりの貸出冊数は、4.4冊となっている。 

・主催事業は、子どもたちを対象に「おはなしひろば」9回、「おはなしのじかん」28回、「おはなし

のじかん0，1，2」11回、一般を対象に月１回「郷土史を学ぼう会」11回を実施した。 

 その他、季節的な行事として、映画会（夏休み等）、七夕まつり、夏休み工作教室、図書館まつり、

夜のおはなし会＆ぬいぐるみおとまり会、クリスマスおはなし会を実施し、手作り講座としてカラフル

入浴剤づくり、こけ玉作り、クリスマスリース作り、アクセサリー作り、高校生向けの催しとして初め

てビブリオバトルを実施した。 

また、読書感想画展には、小学生から254点の応募があった。 

・ 蔵書数  

一般 88,071冊、児童 33,969冊、郷土 5,403冊、計 127,443冊である。 

なお、雑誌は97種、新聞11紙を備える。 

・視聴覚資料数 

カセットテープ 1,365本、ビデオテープ 1,444本、DVD 573本、レーザーディスク 233枚、 

ＣＤ 1,243枚を備える。 

 

令和元年度島原図書館利用状況 

会館日数 一般 児童 雑誌 その他 未登録 公民館 合計 

288日 81,455冊 62,387冊 10,593冊 1,909冊 1,157冊 363冊 157,864冊 

 

 

○有明図書館 

有明図書館（愛称こんね）は、平成１１年３月に竣工した有明総合文化会館の中に設置されている。 

平成１９年４月１日から (一財)島原市教育文化振興事業団が指定管理者として管理・運営に当たっ

ている。 

 

・令和元年度の利用者数は30,051人で、貸出冊数は69,976冊となっている。 

・主催事業は、子どもたちを対象に「おはなしポケット」10回、「おはなしのじかん」を7回実施した。

その他、季節的な行事として、夏休み工作教室、夏休み映画会、図書館まつり、子ども向け講座「サイ

エンス★ジオ」、手づくり講座「ペットボトルのキャップでドアプレートをつくろう」等を実施した。 

 両館とも島原市のブックスタート事業や学校司書ボランティア活動、学校司書への積極的な支援協力、
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市内各中学校生徒の職場体験学習、教職員の社会貢献活動研修受入も行った。 

・蔵書数 

   一般書53,480冊、児童書27,661冊、計81,141冊である。なお、雑誌は54誌、新聞は7紙を備える。 

・視聴覚資料数 

   ビデオテープ 766本、DVD 301枚、ＣＤ 280枚を備える。 

 

令和元年度有明図書館利用状況 

会館日数 一般 児童 雑誌 その他 合計 

289日 28,532冊 36,660冊 3,754冊 1,030冊 69,976冊 
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【７】文 化 会 館 

 

 島原文化会館は、総工費 513,022千円をもって、昭和４８年２月起工、昭和４９年竣工、現在

に至っている。管理・運営は、昭和６１年４月１日付で設立された（財）島原市教育文化振興事

業団に委託している。平成１８年４月１日から指定管理者制度を導入したが、（一財）島原市教

育文化振興事業団が指定管理者として選定され管理・運営に当たっている。 

 鉄筋コンクリート造で、地下１階、地上２階建て。施設は、大ホール、中ホール、小ホール、

展示ホールＡ・Ｂ（多目的ホール）、会議室、和室がある。音楽、演劇、講演会、舞踊、式典、

展示会、その他各種集会に利用されている。 

 令和２年度は島原市自主文化事業として、引き続き、小・中学生を対象に「肥前島原子ども狂

言」を開催する。 

 

 有明総合文化会館は、文化会館、図書館、資料館が一体となった複合施設として、総事業費 

2,497,698千円をもって、平成１０年２月起工、平成１１年３月竣工、現在に至っている。 

平成１９年４月１日から指定管理者制度を導入し、（一財）島原市教育文化振興事業団が指定

管理者として管理・運営に当たっている。 

鉄筋コンクリート一部鉄骨造りで、地下１階、地上４階建て。施設は、１階に、大ホール、リ

ハーサル室、視聴覚室、研修室、市民ギャラリー。２階に、多目的ホール、会議室、和室、母子

室。地下には、会館建設時に出土した大野原遺跡を展示した歴史資料館がある。音楽、演劇、講

演会、式典、展示会その他各種集会に利用されている。 

 

令和元年度島原文化会館利用状況 

ホール別 

 

区分 

 

大ホール 

 

中ホール 

 

小ホール 

Ａ 

 

小ホール

Ｂ 

 

展示室 

Ａ 

 

展示室 

Ｂ 

 

会議室 

 

和室 

 

ロビー 

 

計 

利用回数 131 140 103 153 99 84 154 60 111 1,035 

利用人数 39,530 13,346 4,544 3,023 10,309 3,585 1,601 778 18,714 95,430 

 

令和元年度有明文化会館利用状況 

ホール別 

 

区分 

 

大ホール 
 

多目的 
ホール 

 

リハー

サル室 

 

楽屋 

 

 

研修室 

 

和 室 

 

視聴覚室 

 

会議室 

 

市民 

ギャラリー 

 

計 

利用回数 91 125 584 79 221 151 162 114 43 1,570 

利用人数 14,658 11,824 6,769 847 3,829 2,231 4,294 926 5,535 50,913 
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有明総合文化会館 
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【８】 島 原 市 少 年 セ ン タ ー 

 

（１）設置の目的 

関係機関・団体との連携強化を図り、本市における少年の健全育成を期し、少年の非行を防止する。 

 

（２）少年センターの任務 

①補導業務の充実 

警察の場合は、非行少年等の非行防止が主であるが、少年センターは、子ども達の健全な活動を

促すとともに犯罪を犯す以前の不良少年の発見補導を行っている。 

②相談業務の充実 

③啓発活動の推進 

④環境浄化の推進 

⑤関係機関・団体との連携・強化 

 

（３）少年センターの具体的業務内容 

少年センターの職員及び少年補導委員による活動 

  １．補導業務の充実をめざす 

    (１)学校・地域・関係機関から、青少年の問題行動等の情報を積極的に収集し、非行等の未

然防止・健全育成に努める。 

    (２)各地区の補導委員と一体となり、「愛の一声」や「あいさつ」運動などの効果的な補導

活動の推進を図る。また、青色回転灯装備車の活用を図る。 

(３)学校や地区補導委員・県警補導員との連携のもとに、溜まり場等の実態を把握し、青少

年の問題行動の早期発見・未然防止に努める。 

(４)商店街・学校・警察・交通安全協会等と協力して、自転車指導を推進する。 

(５)不審人物等の不穏な行動には、補導委員会を中心にＰＴＡや地区健全育成会等の各種団

体と連携して、児童生徒の安全確保に努める。 

(６)長期休業中や各種イベント等に特別街頭補導を実施し、非行等の未然防止・健全育成に

努める。 

(７)補導委員幹事会・地区補導委員会を計画的に実施し、情報交換や効果的な補導業務の研

修を行い、補導委員の資質の向上に努める。 

(８)県補導委員研修会に積極的に参加し、本市の補導業務の活性化に生かす。 

 ２．相談業務の充実をめざす 

   (１)「来所・訪問・電話等の相談業務」を広報等で機会あるごとにＰＲし、相談体制をつく

る。 
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   (２)「明るい相談室」づくりに努める。(人的・物的環境づくり) 

   (３)心の教室相談員・家庭児童相談員・適応指導教室相談員・主任児童民生委員等との連携

を図り、いじめや不登校児童生徒等の相談に積極的に取り組む。 

   (４)相談の指導技術向上のための研修に努める。 

 ３．啓発活動の推進をめざす 

    (１)「少年の日」(毎月１日)および「家庭の日」(毎月第３日曜日)の趣旨を広報車やセンタ

ーだより・各種会合等で積極的に広報する。また、各地区公民館に「少年の日」「家庭

の日」の立て看板を設置し、市民にＰＲを図る。 

    (２)「少年センターだより」を発行し、小・中学校(１４校)の全世帯および関係団体・機関

に配布し、青少年の健全育成・非行防止の啓発に努める。 

    (３)各種会合に出席し、関係団体との連携に努める。 

 ４．環境浄化の推進をめざす 

    (１)立入調査権限の移譲により、少年センターがリーダーシップをとり、関係機関(島原警察 

署生活安全課・県こども未来課)や、高校の少年補導委員との連携を図り、定期的に有害

な図書等の環境実態調査を実施し、各書店・業者に環境浄化の協力を要請する。 

    (２)少年補導委員は、街頭巡回補導をしながら、有害な環境の実態を把握し、必要に応じて 

関係機関(同上)への改善を要請する。 

    (３)カラオケボックス等の出入りについて、各学校等の「きまり」や「申し合わせ事項」に

基づいて指導を行う。 

    (４)白ポスト(中央公園、島原港、有明文化会館)投棄物の回収を定期的に行い、必要に応じ 

て適切な措置をとる。 

    (５)公園・河川敷・駅舎等を巡回し、環境整備・美化を呼びかける。 

     

（４）少年センター概要 

・主管部局 島原市教育委員会 社会教育課 

・設  置 昭和４６年８月２日に島原市教育委員会内に設置 

      昭和５７年１１月１日に森岳公民館内に移設 

・設置場所 島原市城内一丁目1177番地イの第３ 

・職員構成 所長１（兼任）社会教育課長、次長１(兼任)学校教育課長 

      指導監１（専任・非常勤）、相談員１（兼任・非常勤）、職員６（兼任） 

・令和２年度予算額     5,140,000円 

・少年センター運営協議会  委員14名 

・少年補導委員       67名（教員24名、一般43名 内女性10名） 

・計画補導  月１～３回（昼夜各１回） 
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・特別補導  各種年中行事や長期休業中、土曜夜市等 

・自主補導  随時・緊急時（１～３名） 

  

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

島原市少年センター補導委員会 

環境浄化用白ポスト（中央公園） 
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９ ス ポ ー ツ 

 

【１】 目  標 

スポーツの振興については、社会体育関係団体との連携を密にし、指導体制の確立とスポーツ

施設の充実に努める。特に各種スポーツ大会の開催、体力づくり運動推進など実践活動の機会の

拡充を図り、生涯にわたりスポーツをとおして心身の健康保持増進と明るい市民生活の向上に努

める。 

 

（１）スポーツ推進委員 

スポーツ推進委員に４１名を委嘱し、全市及び各地区のスポーツ行事・体力づくりの企画運営にあた 

る。 

   ○主な活動内容 

・全市的なスポーツ行事の運営（市民体育祭等） 

・地区運動会等の企画運営 

・地区ソフトボール大会、バレーボール大会、ピンポン大会、駅伝大会、オリエンテーリング大会、 

レクリェーション大会等の開催 

・地区各機関との連絡調整 

 

（２）市民体育祭・地区運動会及び各種大会 

   ・市民体育祭は、各種競技会と大運動会を開催する。 

   ・地区運動会は、町内会、自治会、青年団、スポーツ推進委員、公民館が中心となり、安中、杉谷、 

三会、有明の４地区で盛大に開催される。 

また、各種大会は、ソフトボール大会、バレーボール大会等が各地区で開催される。 

 

（３）各種大会 

    島原市民及び島原市で勤務する者を対象とした各種大会が、教育委員会、スポーツ協会、スポーツ推

進委員の指導により開催され、地域の仲間づくり、健康・体力づくりに寄与し、基本的な技術を習得さ

せると共に愛好者の拡大、競技人口の底辺拡大が図られる。 

・各種大会 

教育委員会主催が８大会、スポーツ協会加盟団体主催等を含めると年間２００回程度の各種競技大

会が市内で開催されている。 

 

 

 

 



 

 64

 （４）夢の教室及びジュニアスポーツ振興事業 

   ・夢の教室 

     全小学校の５年生を対象に日本サッカー協会が派遣する「夢先生（現役アスリート

等）」を招へいし、「夢をもつことの大切さ」を学ぶなど子どもの情操教育に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・ジュニアスポーツ振興事業 

     小中学生１５名を日本体育大学に派遣し、オリンピアンなどのトップレベルの指導者等

から講義や実技指導を受け、児童の意識の高揚を図り、更なるスポーツの振興や競技力の

向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2】 島原市体育施設利用状況（平成３１年度分）

施 設 名

島 原 市 立 有 馬 武 道 館
島 原 市 立 温 水 プ ー ル
島 原 市 営 球 場
島 原 市 営 陸 上 競 技 場

夜 間

夜 間
島 原 市 立 屋 内 相 撲 場
霊丘公園相撲場（屋外） 0
島 原 市 立 第 二 中 学 校
島 原 市 営 杉 谷 運 動 広 場
島 原 市 営 安 中 運 動 広 場
島原市営三会ふれあい運動広場

島 原 市 立 れ い な ん 会 館
島 原 復 興 ア リ ー ナ
平 成 町 多 目 的 広 場
有 明 プ ー ル
有 明 体 育 館
有 明 弓 道 場
有 明 青 少 年 武 道 館

有 明 大 野 浜 運 動 場
平成町人工芝グラウンド

計

【３】島原市スポーツ少年団（令和２年度）

森岳 霊丘 白山 杉谷 安中 三会 有明

サ ッ カ ー 9 26 12 15 20 13 16 40 99 241

バ レ ー ボ ー ル 13 18 12 26 7 26 10 57 156

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 5 24 18 24 66

ソ フ ト ボ ー ル 11 15 22 38 36 53 164

レ ス リ ン グ 2 27 15 42

剣 道 3 22 26 10 58

空 手 3 42 38 80

ラ グ ビ ー 1 41 41

柔 道 1 10 10

軟 式 野 球 1 10 10

相 撲 1 11 11

計 50 68 42 78 27 61 64 273 266 879

バレーボール・バドミントン・バスケットボール・卓球

ソフトボール・野球・サッカー・ゲートボール・遠足等6,475
9,723

9,482
ソフトボール・サッカー・ゲートボール等

ソフトボール・サッカー・ゲートボール等

146,086

40,484

815

7,351

野球・レクレーション・遠足等

サッカー・ラクビー・グラウンドゴルフ・遠足等

空手・剣道・柔道・レスリング

37,498

26,957

備 考
バレーボール・卓球・バドミントン
・体操等

ソフトボール・野球・サッカー等

ソフトボール・ゲートボール
サッカー・グラウンドゴルフ

島 原 市 霊 丘 公 園
体 育 館 ・ 弓 道 場

677

霊 丘 公 園 運 動 広 場

5,808

利 用 者 数

8,894

島 原 市 営 庭 球 場

6,869

19,638

10,234

団 員 数 （ 地 区 別 ）

14,385

138,851
655,416

空手・剣道・柔道・レスリング

16,102

57,087

全　域 合　計

ソフトボール・サッカー・ゲートボール等

サッカー・ラクビー・グラウンドゴルフ・遠足等

201

ソフトボール・野球・サッカー等
2,776

バレーボール・バドミントン・卓球

8,299

団
数

内 容

体 育 館

弓 道 場

32,883

33,161

301
296

島原市有明の森運動公園
夜 間 照 明 施設

夜 間 照 明 施設

夜 間 照 明 施設
13,947

136

霊 丘 公 園

総合運動
公 園
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１０ 一般財団法人島原市教育文化振興事業団 
 

【１】設立目的 

この法人は、島原市の指定及び委託を受けて、島原市が設置する教育文化施設等の管理・運営を行い、

もって島原市の教育と文化の発展及び社会における非営利セクターの役割の向上に寄与することを目的

とする。 

昭和６１年３月３１日設立 

平成２５年４月１日改組 

基本財産   １千万円 

理事定数   ３名以上 １０名以内 

監事定数   ２名以上  ３名以内 

評議員定数  ３名以上  ７名以内 

 

【２】受託事業等 

昭和６１年４月１日 島原図書館の管理運営 

昭和６２年４月１日 島原文化会館の管理運営 

〃     島原市が設置する体育施設の管理運営（体育館、武道館、温水プール、弓道場） 

平成 ９年４月１日 島原市が設置する体育施設の管理運営（陸上競技場、市営球場、庭球場） 

平成１１年４月１日 学校給食調理業務 

平成１１年６月８日 島原勤労者総合福祉センターの管理運営 

平成１２年８月１日 島原復興アリーナの管理運営 

平成１３年４月１日 島原市立屋内相撲場の管理運営 

平成１５年４月１日 島原市営平成町多目的広場の管理運営 

平成１８年４月１日 島原文化会館、島原図書館、島原市体育館、島原市営陸上競技場、島原復興アリー 

ナの指定管理者の指定を受ける 

平成１９年４月１日 有明文化会館、有明図書館の指定管理者の指定を受ける 

      有明学校給食センター調理業務 

平成２１年４月１日 島原文化会館、島原・有明図書館、島原市体育館他、島原市営陸上競技場他、島原 

復興アリーナ他の指定管理者の指定を受ける 

平成２２年４月１日 有明文化会館の指定管理者の指定を受ける 

平成２５年４月１日 一般財団法人へ移行 

有明文化会館の指定管理者の指定を受ける 

平成２６年４月１日 島原文化会館、島原・有明図書館、島原市霊丘公園体育館・弓道場他、島原市営陸 

          上競技場他、島原復興アリーナ他の指定管理者の指定を受ける 

平成２９年４月１日 島原文化会館、島原市霊丘公園体育館・弓道場他、島原市営陸上競技場他、島原復 

興アリーナ他の指定管理者の指定を受ける 

平成３０年４月１日 有明文化会館他の指定管理者の指定を受ける 

          (一財)島原市学校給食会設立に伴い、学校給食調理業務を移管 

    平成３１年４月１日 島原・有明図書館の指定管理者の指定を受ける 

 

【３】運営経費 運営に要する経費は、島原市から補助金、及び指定管理料として交付され 

る。 

（令和２年度） 

    運営費補助金                      15,756,000円 

    図書館指定管理料                  52,099,000円 

    島原文化会館指定管理料               33,741,000円 

    有明文化会館他指定管理料              35,845,000円 

霊丘公園体育館・弓道場他指定管理料      45,125,000円 

陸上競技場他施設指定管理料          19,409,000円 

    島原復興アリーナ他指定管理料           56,594,000円 

（合 計）                     258,569,000円 
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【４】職 員 

事務局         ３名     島原図書館       ６名 

    有明図書館       ３名     島原文化会館      ４名 

    有明文化会館      ３名     島原市体育館・弓道場  ８名 

陸上競技場       ３名     島原復興アリーナ    ６名 

                        （合 計）    （３６名） 

 

一般財団法人 島原市教育文化振興事業団 組織図 （令和２年４月１日現在） 

 

       所 在 地   島原市有明町大三東戊１４３８番地１ 〒８５９－１４１５ 

       電話番号   ０９５７－６８－５１３３ 

                  

                                             

                                           

                                        

  

                                            

                                              

  

                                              

                                        

 

                                        

                                        

           

                                        

                                        

                                         

                                       

                                        

 

           

 

 

                                        

           

                                        

  

         

 

                                       

                                        

                                        

                                        

役員 

理 事 ８名 

監 事 ２名 

評議員 ７名 

理

事

長 

常

務

理

事 

３名 

陸上競技場関係  

 ･陸上競技場 

･市営球場 

･総合運動公園庭球場 

６名 

３名 

４名 

３名 

８名 

３名 

６名 

体 育 館 関 係  

･島原市霊丘公園体育館･弓道場 

･有馬武道館   ･温水プール 

･霊丘公園庭球場 ･れいなん会館 

･屋内相撲場 

島 原 図 書 館  

島 原 文 化 会 館 

有 明 図 書 館  

有 明 文 化 会 館 

･有明資料館 

事 務 局 

島原復興アリーナ 

･平成町多目的広場 



68 

 

１１ 一般財団法人島原市学校給食会 
 

【１】設立目的 

学校給食の円滑な実施と運営を図り、児童生徒の健全な心身の発達と豊かな食生活を実現するととも

に、学校給食を通した食育の推進と地産地消の推進及び、広く市民の健全な食生活の実現に寄与するこ

とを目的とする。 

平成３０年４月１日設立  

基本財産     ３百万円  

設立者       島原市長 古川 隆三郞 

理事定数   ３名以上１０名以内 

監事定数   １名以上 ３名以内 

評議員定数  ３名以上 ７名以内 

  

【２】受託事業等 

（１）学校給食費の徴収に関すること 

（２）学校給食用物資の調達及び供給に関する事業 

（３）学校給食の調理に関する事業 

（４）学校給食用物資の安全性の確保に関する事業 

（５）学校給食の実施上必要な講習会、研究会に関すること 

（６）学校給食を通した食育の推進に関する事業 

（７）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

【３】運営経費 運営に要する経費は、島原市から補助金、委託料として交付される。 

（令和２年度） 

    運営費補助金                      18,408,000円 

    学校給食業務委託料                  115,467,000円 

    （合 計）                      133,875,000円 

 

【４】職 員 

事務局         ４名      

学校給食調理場    ３２名（※他代替調理員８名） 

    （合 計）      ３６名 

 

一般財団法人 島原市学校給食会 組織図 （令和２年４月１日現在） 

    所 在 地   島原市有明町湯江丙３８３番地１ 〒８５９－１４０３ 

    電話番号   ０９５７－６８－２７５０ 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

役員 

理 事 ５名 

監 事 １名 

評議員 ４名  

理

事

長 

常

務

理

事 

３名（※常務理事除く） 

三 小 調 理 場  

二 小 調 理 場  

事 務 局 

有明給食センター 

５名 

５名 

８名 

４名 

１０名 

五 小 調 理 場  

共 同 調 理 場  
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